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学部系統瑚にみた国公立大学志願者層の推移に関する硯究

岩田弘三寧

幽睡文康纒

．要約

　昭和54～平成4年度問に，国公立大学の各学部（系統）の志願者層に，量的，特

性的な面で何らかの変化がみられるのだろうか。この点を明らかにすることが本

論文の目的である。そこで今回は，（丑）志願者数出願数，入学者数などの量的

な面，（2〉男女，現役一浪入など受験生の属性別の構成，（3〉学力レベ勘などの特

性面について，学部（系統）別に志願者層の年次変化を分析した。そこで得られた

知見を要約すると，以下の点℃国公立大学志瀬者層の特性が大きく変化してき

ていると考えられる。

　（1〉国公立大学志願者数は，昭和54～61年度間には25～28万入の幅でほぼ安定し

ていた。これ魁昭和63年度以降は30～32万入の水準で一定している。昭和劔年

度に行われた，＠受験機会複数fb（b）5教科7科目制から5教科5科目制への移

行1といった改革は，昭和61略2年度の国公立大学の大幅な定員増とあわせて，

約5万人の志願者増をもたらし，量的な面での国公立大学の大衆化を促進した。

　（2〉浪入してでも国公立大学へ再チャレンジする受験生の比率が減少を続けてい

る。最近では，1次試験に対する2次試験のウエイトの上昇，1次試験での傾斜

配点やデ・ラカルト方式の導入によって，特定の入試教科が重視されるようにな

ってきた。これはある意味で国公立大学の試験方式が私立大学のそれに近づい

てきたことを示している。さらに，授業料や立地などの面を考慮すれば，私立大

学の魅力の程度が国公立大学に近づいてきた。つまり，入試体制を含めて様々な

面鷹国公立大学と私立大学との間にあった垣根が低くなってきた。この結果

浪人するより私立大学へ進学する国公立大学志願者が多くなった。

　（3隆工系学部志願者は，国語，外国語，社会，中でもとくに社会の得点力紙下

していた。このため総点も低下傾向にあった。しかし，数学の成績は上昇してい

た。一方，文科系学部志願者にはこれと逆の傾向がみられた。大学側の特定教科

の重視傾向が進む中℃　とくに理科系学部と文科系学部の問℃重視する試験教

科が大きく異なってきた。受験生側のそれへの対応を反映して，理科系学部志願

者と文科系学部志願者との問鶏得意教科の分化が進行した。
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騒，　はじめに

　1979（昭和54）年度に開始された共通第1次

学力試験も，1990（平成2）年度からは大学入

試センター試験へと受け継がれ，1992（平成4）

年度時点で既iにM年が経過している。

　この聞，1987（昭和62）年度と1990（平成2）

年度には，国公立大学の入試制度に大きな変

更があった。（以下，これらの入試制度の変更

を，1987年度入試改革軸および！990年度入試

改革と名付ける。また，共通1次試験，大学

入試センター試験の両試験を合わせて単に1

次試験と呼ぶことにする。）

　1987年度からは，（1》受験機会が複数化され

た。（2随次試験の受験教科目が，5教科7科

目制から5教科5科目制へと移行し，社会，

理科の各1科目が翻減された。

　1990年度からは，（1》（大学入試）センタ～試

験への移行にともない，私立大学の一部が1

次試験に参加するようになった。（2随次試験

の教科目利用の自由化は1987年度に遡れるが，

ア・ラカルト方式をとる国公立大学は，セン

ター試験移行を契機として一躍増加した。（3〉

1990年度を疇矢にして，前朗と後顛で同じ大

学を志願できる，分離分割方式をとる大学が

一気に拡大した。②，（3）について具体的な数

字をあげておくと，1989（平成元〉年度には，

ア・ラカルト方式をとる大学・学部は34大学

49学部，分離分割方式をとる大学・学部は9

大学44学部であった。これが，1990（平成2）

年度には前者は62大学H5学部に，後者は38大

学153学部に一躍増大した。

　一方，このような制度的な変更とは別に，

志願行動は，受験生の鍵の家庭背景，学部を

取り巻く環境など，様々な社会経済的要因に

よっても大きく変化する。例えば，最近では

！家族当たりの子どもの人数が減少し，1人

の子どもにかける教育費が上昇しているとさ

れる。さらに日本の産業構造も変化を遂げて

いる。それらの点に関連して，受験生（若者）

気質も最近かなり変化しつつある。「入りたい

大学より，入れる大学へ」といった傾向，科

学技術政策研究所などによって指摘されてい

る「理工系離れ」現象（i）等々である。また，女

子受験生の増加が著しいことも最近の特徴で

ある。

　このような入試制度の改革，社会経済的状

況の変化は，受験生の志願行動に大きな影響

を与えているものと思われる。そして，受験

生の志願行動の変化によって，国公立大学志

願者層も大きく変化していることが考えられ

る。本研究の目的は，1979年度から始まる14

年問に，国公立大学志願者層にどのような量

的（志願者数），質的（志願者の特性的〉変花が

あったかを検討することである。

　ところで，一口に国公立大学志願者層の変

化と言っても，その変化の様相は学部によっ

て異なっている可能性がある。倒えば，女子

受験生の増加は，全ての学部で同一規模で生

じ，かつそれが各学部の志願者層の特性の変

化に一律の影響を与えているとは考えにくい。

さらに「理工系離れ」も，理工系以外の学部

で起っている変化との比較をとおして初めて

議論可能になる。つまり，国公立大学全体の

志願者の動肉も，学部を単位とした分析によ

って初めてその意昧が明らかとなる。本観究

では，学部を学部系統として再構成し，各学

部系統ごとの志腰者層の特性を基礎として，

国公立大学志願者全体の動向を検討していく。

学部系統とは，教育内容や卒業後の就職業種

などとの関連で，よく似ていると考えられる

学部群である。

　学部系統選択は志願行動の重要な要素にな

っているき2〉にもかかわらず，学部系統別の志

願動向についてφ研究は，これまで主に学力
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面に関するものに限られてきたざ3〉つまり，こ

れまでは人数的（量的）な変化を含めて，各学

部系統志願者層の基本的な特性に関しては充

分な観究がなされてこなかった。その意味で

も，今回の分析の意義は大きい。

　以上の目的に即して，今回は，学部系統則

に以下の年次変化を分析することにした。ま

ず，（1》志願者数，出願数，入学者数，などの

量的変化を明らかにする。ついで，以下の点

について，志願者層の質的変化を明らかにす

る。（2／受験機会複数化の下での志願の仕方，

③男女，現役一浪人など受験生の属性震の構

成の変化，（4〉1次試験5教科得点に基づく受

験生の学力特性，・（5〉理科，社会の選択科目に

関する志向。

窯、分斬薄象

　今回分析の対象にす為のは，1989年度まで

は共通1次試験，1990年度以降は大学入試セ

ンター試験を受験し，かつ国公立大学2次試

験（各大学が課す個劉試験）に志願した受験生

群である。この中には，2次募集志履者等は

含めるが，推薦入学枠への志願者は含めない。

これは，大学入試センターのデータでは，推

薦枠への志願者を完全には把握できないため

である。

　また，今回用いる学部系統に関する学部の

グルーピングは，以下の方法によった。受験

機会複数化綱度下においては，受験生の大半

は2つの国公立大学学部へ併願している。そ

の際，多くの受験生は睡一の学部を併願する

が，異なった学部を併願する受験生もかなり

の比率で存在する。このような異なった学部

への併腰は，入試教科目，大学での教育内容，

卒業後の進路等で互いに類似した学部問ほど

起こりやすいと考えるのが妥当である。つま

り，異なった学部問の併願率は学部問の類似

性を反映したものとみなすことができ，その

類似性を手掛かりとすれば，受験生の志願行

動に基づいた学部のグルーピングを行うこと

ができる。

　われわれはそのために，受験生の併願パタ

ーンに対して数量化皿類を適用し，得られた

数値による各学部の空問布置に基づいて学部

の分類を行うことにした。1987～1992年度の

各年度ごとの併願データについて上記の分析

を行った結果，得られた空問布置は少数の催

外を除いて非常に類似したものであり，した

がってこれに基づく学部分類（学部系統）もか

なり安定していることが明らかとなった。

　今回行う分析では，そこで得られた14の学

部系統（小分類）を基本単位とするざ婆）さらに，

本論文では，学部系統の大分類として，文科

系，文理混合系，理科系の3分類を用いるこ

とがある。これら学部小分類，大分類に属す

る，具鉢的な個々の学部は表1にまとめたと

おりである。

　なお，総合系と名の付く3つの学部系統（文

系総合系，文理総合系，理系総合系）は，複数

の学部にまたがる複合的な選抜方法をとって

いる学部群（東京大学，北海道大学の一部等），

及び元々複合的な学部特性をもつ学部群（法文

学部等）により構成されている。より細かな単

位まで下りれば，地の11の学部系統のいずれ

かに分類は可能になるが，われわれの有する

データからはそこまでの分類は不可能である。

このように，これら3学部系統はあくまでも

データの翻約による便宣的な分類であり，従

って，学部特性も曖昧にならざるを得ないこ

とを予め断っておく。
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表徹．学部系統分類表

学部系統名
該　　　当　　　学　　　部　　　名

（大分類） （小分類）

《丑）文科系

①法学系 法学部，北海道大学文皿，東京大学文亙

②文系総合系 人文学部，法文学部，法経学部，人闇科学部，北海道大学文夏・文翌

③人文社会系 文学部，文教育学部，教育学部，外国語学部，人文社会科学学部，
社会学部ゴ社会福祉学部，行政社会学部，国際関係学部，東京大学文皿

④経済学系 経済学部，経営学部，商学部，商経学部，経営情報学部，東京大学文皿

拗文理
　混合系

⑤教員養成系 教育学部（教員養成〉，体育学部，筑波大学体育専門学群

⑥芸術系 美術学部，美術工芸学部，音楽学部，筑波大学芸術専門学群

⑦家政学系 家政学部，生活科学学部，看護学部

⑧文理総合系 教養学部，総合科学部，文理学部，学芸学部，図書館情報学部，
筑波大学第丑一3学群

（3）理科系

⑨理学系 理学部，繊維学部，東京工業大学第五類・第7類（生命理工学部〉

⑩農学系 農学部，園芸学部，畜産学部，水産学部，生物生産学部，
生物資源学部，食晶栄養学部，北海道大学水産系，東京大学理麗

⑪理科総合系 理工学部，北海道大学理1㌔理皿，東京大学理夏

⑫工学系 工学部，基礎工学部，工芸学部，摘報工学部，電気通信学部，
鉱山学部，芸術工学部，商船学部，東京工業大学第2－6類

⑬薬学系 薬学部

⑭医学・歯学系 医学部，歯学部，筑波大学医学専門学群，東京大学理皿

　豊．圏公立大学全体の窓腰者数・轟麟数・入

掌者数の変化

　騒姻．志腰者数・幾顯数

　まず，国公立大学全学部への志願者総数，

かれらから提出された志願票総数（出願総数），

かれらのうち入学した者の総数を示したのが，

図1である。図には共通1次発足年度（！979年

度）から1992年度までが示してある。（なお，

一部の入学者に関するデータは完全ではない。

とくにその状態が著しい1979年度の入学者数

に関連する数字は図から割愛してある。また，

本論文で用いる図の作成のもとになった数字

を，一部付表として本論文末に掲げておく。）

　最初に，志願者数からみていこう。ここで

最も目をひくのは，1987年度の志願者数の突

出である。1987年度以外の年度は事後選択制

（1次試験受験後に志願大学を決定する）を採

っているのに対し，1987年度は事前選択劃（1

次試験受験前に志願大学を決定）を採っている

ことが，見かけ上の志願者数突出の大きな原

因と思われる。つまり，1次試験のでき具合

をみた後，2次試験出願を見合わせる受験生

も，事前選択制下ではデータ上撃国公立大学

へ志願したことになる。このことは，共通1

次志願者のうち，2次試験に出願しなかった

受験生の比率が，1986年度で21．9％であった

ものが，1987年度には8、4％に落ち込んでいる
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図璽．国公立大学全体の志願者数・入学者数・出願総数

ことからも確かめられる着5）勿論，8．4％という

数字は，共通1次受験段階で国公立大学を志

願しなかった受験生の比率である。

　1988年度の共通1次受験者に占める国公立

大学志願者の割合は，82．2％（311，274／

378，548人）であり，この値は1985年度以降

（1987年度を除いて）も80％前後で一定してい

る。そこでいま，1987年度でも弛年度と同様

事後選択性が採用され，かつ共通1次受験者

に占める国公立大学志願者の割合が1988年度

と同じ水準であったと仮定すれば，1987年度

の国公立大学志願者は約3⑪、5万人であったと

推定される。この数字は，1988年度の国公立

大学志願者数311，274人より幾分少ない数字に

なる。したがって，図1でみられる志願者数

の1987年度の突出の多くの部分は，実質的な

ものではなく，見かけ上のものと考えてよい。

　一方，1990年度にも一時的に，志願者数が

幾分の増加を券せている。一般的には，入試

改革の初年度には，平常状態の時とは異なる

一時的な現象が生じることがある（初年度効

果）。19劔年度以降には若干の志願者の減少を

示していることから．，19鈴年度入試改革につ

いても初年度効果が生じた可龍性が示唆され

る。同様に，1979年度（共通1次初年度）以降

の志願者の減少も，共通1次の初年度効果と

それに対する揺り戻しとも考えられる。なお，

1987年度については，事前選択調の影響が極

めて強く，初年度効果の影響を議論すること

はできない。

　このような1987年度の事前選択劃の効果，

および1990年度入試改革の初年度効果は，今

後みていく多くの図表の中で，様々な形をと

って，そして年度傾向を乱す形で現れている。

したがって，年度変化を検討する際には，こ

れら2年度の特殊性を十分に考慮する必要が

あり，さらには入試改革の効果もそれらの過

途的な状況を経て定常的な状態に到った年度

を対象にして議論する必要がある。

　さて，以上の点を考慮して志願者数の年度
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変化をみてみよう。まず，1979～1986年度問

は，志願者数は25～28万人の範囲内で上下し

ている。同様に，1988～1992年度問では，30～32

万人の問で志願者数に大きな変動はみられな

い。このことから以下の2点が指摘できる。

　第1に，1986年度以前の時期に比べ，1987

年度以降の時期は，国公立大学志願者が5万

人前後多い。つまり，後述する1986・87年度

の定員増とあわせて，1987年度入試改革には，

国公立大学志願者の増加をもたらす効果があ

ったと思われる。なお，1987年度入試改革に

関しては，受験機会複数化が目に付きやすい

が，志願者数増に関しては，5教科5科目制

への移行，つまり受験科目の劇減が寄与する

部分も大きいと考えられる。

　第2に，国公立大学志願者数は，上の2つ

の期間内で多少の変動はあるがその水準はほ

ぼ一定している。今回対象とした1979～1992

年度は，鰺歳人日の増加にあわせて，国公私

立全体での4年翻大学志願者は，1979年度の

64万人から1992年度の92万人にまで増加した

時期であった。このような状況にもかかわら

ず志願者数がほぼ一定である点，さらに1987

年度入試改革に伴って志願者は増加するが，

一定の水準で再び定常状態を保っている点は

興昧深い。なお，以上のことから，1979年度

からの全体としての4年制大学志願者の増加

分のほとんどは，私立大学に吸収されていっ

たことになる。

　出願数に関しては，主に受験機会複数化の

影響を受け，1986年度以前に比べて1988年度

以降は，その数が約1．8倍に増加している。

　躍、入学者数

　入学者数は198◎～1985年度までは，

9．O～9、1万人あたりの水準で横ばい状態にあ

るざ6）ところが，1986・87年度には，入学者数

が急激に増加している。1985年度の入学者数

91，260人に対』し，1986年度には94，576人，1987

年度には105，010人となっている。前年度に比

べ，それぞれ3，316人（3．6％〉，1⑪，434人（11。O

％）の増加があったことになる。

　その後また，1988～199⑪年度問で，入学者

は1⑪．5万人のオーダーでほぼ横ばいを続けて

いるが，1991・92年度には再度の入学者増が

みられる。つまり，1990年度の入学者数105，470

人に対し，1991年度には107，397人，1992年度

には110，盤0人であり，前年度に比べ，それぞ

れ！，927人（1。8％〉，2，633人（2．5％）の増加を

みている似上の入学者の増加傾向は，図5の

学部別の集計をみればより明確となる）。

　1984年には第3次高等教育計画が策定され

た。これは，1993年度以降の18歳人口減を視

野にいれて，1986～1992年度といった18歳人

口増加期における大学の入学定員枠の目標値

を示したものである。これに対応して，国公

立大学でも1986・87年度に，18歳人口減少期

までの臨時定員増が認められた。また，この

計画途中で，さらなる定員枠の拡大が計画さ

れ，それが1991・1992年度の臨時定員増につ

ながった。1986・87年度，1991・92年度の入

学者数の増加は，多くの部分それによって説

明できる。

　さらに，とくに1987年度（受験機会複数化初

年度）に関しては，入学辞退者に対する対策と

しての水増し合格者率算定の精度が悪かった

ことが考えられ，これがこの年度の入学者増

をもたらす1つの原因になっていると思われ

る。入学手続き者が定員を上回る大学が多か

ったからである。後に学部系統ごとに入学者

数の推移をみていくが（図5），経済学部をは

じめいくつかの学部では，1987年度に比べ1988

年度に入学者数の減少がみられる。この減少

は，1987年度の入学者の取り過ぎに対して，

1988年度における入学手続き者予測の補正が

うまく機能したことを示している。
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　羅尋．志麟者借率・出麟儲率

　志願者数，出願数の増減は，入学定員の影

響を受ける可能性がある。実際，1987年度に

は，志願者の増加とともに定員（入学者）の増

加も顕著である。そこで図2で，定員をコン

トロールした数字である，志願者倍率（志願者

数／入学者数）をみておこう。ここでは，入学

者数を定員の代用指標として，志願者倍率を

算出することにした。また，図には，出願倍

率（出願数／入学者数）も示しておいた。

　先に図1で，1986年度以前の時期に比べ，

1987年度以降の時期には国公立大学志願者数

が5万人前後多くなっていることをみた。し

かし，志願者倍率についてみると，1986年度

は2．86倍，1990年度は2。84倍，1992年度は2．83

倍となっており，それほど大きな変化はみら

れない。つまり，定員の増加率を上回る形で

は志願者数は増加していない。このことは，

1987年度を契機として起こった志願者増には，

この時期（1986・87年度）に起こった国公立大

学の定員増も影響を与えている可能性を示唆

する。しかし，1991・92年度の定員拡大朗に．

おいては，倍率はむしろ若干低下している。

つまり，定員の拡大は，特にその拡大規模が

それほど大きくない場合（1991，1992年度）には，

それ単独では必ずしも志願者数の増加につな

がるわけではないことも示唆される。

倍率

7、⑪

6。5

6．◎

5．5

5．◎

4．5

4．◎

3．5

3。⑪ 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
、酷、　　　　　　　　　〆島一一＿轟

　　、禽一一島、一禽－

弁
ノ　＼

ノ　　＼

　　　ゑ　　メ　　　〆　　　　　＼誌、
　奮　　　　　　　　　　　　　曳

出願数

入学者数

志願者数

入学者数

　壌0　雛壌2’83壌4　85培6雪87箸8壌9樽◎協1噂2年度

2．5

図塞、国公立大学全体の出願倍率・志願者倍率
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　曙．　掌部系統麟に轟た志顧者数・出腰数・

入学者数

　嗣、志腰者数・出顯数・入学巻数

　それでは，学部別にみた場合に，志願者数，

出願数，入学者数はどのように変化したので

あろうか。

　ところで，学部系統ごとに正確な志願者数

を特定することは困難である。なぜなら，と

くに受験機会複数化以降，2つの異なる学部

系統を併願している受験生が無視できない数

存在しており，彼らの志願学部系統を1つに

絞ることができないからである。そこでここ

では，つぎのような方法で各系統ごとの志願

者を操作的に定義付けることにした。

　受験機会複数化制度の下での受験生は，出

願した大学・学部の数によって，単願者と複

願者に分けられる。単願者とは1大学・学部

にしか志願しなかった受験生，複願者とは2

つ以上の大学・学部に併願した受験生である。

さらに複願者は，全て同じ学部系統に属する

学部を併願した受験生（同一学部系統併願者〉

と，2っ以上の系統にまたがって併願した受

験生（異種学部系統併願者）の，2つのタイプ

に分けられる。

　このようなタイプ分けに基づき，ここでは，

同一学部系統併願者と単願者は一人と数え，

異種学部系統併願者は，それぞれの学部系統

で一人と数えることにした。つまり，少なく

とも1回はある学部系統を志願した受験生を

その学部系統の志願者として扱うという立場

である。ただしこの方法では，異種学部系統

併願者が，全体の中では2重にも3重にもカ

ウントされるという点に注意が必要である。

受験機会の複数化制度導入（1987年度〉以前か

らみられた，2次募集，国立大学の2次本試

験とは試験期日を異にする公立大学への志願

者などにっいても，同様の振いをしている。

　図3は志願者数の，図4は出願数の年次変

化を学部系統ごとに示したものである。学部

系統別の志願者数と出願数とは，傾向的には

同様の推移を示している。そこで，以下の記

述は，出願数に限ることにした。

　まず，1987年度入試改革以前（1979～1986年

度）の状況からみていこう。この時期，児童数

の減少による教員採用率の低下を反映して，

教員養成系学部への出願数（ほぼ志願者数に等

しい）は，3万規模のドラステックな落ち込み

をみせている。医学・歯学系を除く理科系学

部と，経済学系学部では出願数は幾分の上昇

傾向をみせているが，中でも工学系の増加が

目を引く。その他の学部では，出願数はほぼ

横ばいもしくは幾分の減少傾向がみられる。

　1987年度入試改革以降については，いずれ

の学部でも，国公立大学全体でみられた傾向

（図1）をほぽ踏襲している。つまり，主に受

験機会複数化の影響を受けて，1986年度以前

に比べ，1987年度以降には出顧数が増加して

いる。ただし，1987年度には事前選択劃の影

響によって出願数は突出状態を示し，その後

1989年度まで出願数は漸減している。さらに，

1990年度入試改革初年度に出願数は幾分の上

昇をみせたが，1991年度以降には再び減少し

ている。ただし，詳細にみていくと，この問

の年度変化には各学部系統で差異がみられる。

　まず，1987年度の出願数の突出と次年度の

落ち込みについて見てみよう。先にも述べた

ように，1987年度の突出には事前選択制の影

響が強い。したがって，この影響を強く受け

た学部系統ほど，出願数が次年度に大きく落

ち込む可能性がある。図によれば，理工系（工

学系，理学系，理系総合系），農学系，医学・

歯学系，さらに法学系，文理総合系といった

学部系統で大きな落ち込みが見られる。
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　事前選択制は，結果的に，潜在化していた

（1次試験受験後国公立大学への志願を取り

止めた）志願者を一時的に顕在化させる効果を

もった。そして，次年度の落ち込みの大きさ

は，そのような潜在的な志願者が各学部系統

にどの程度の比率で存在したかの手掛かりを

与えてくれる。その意昧で，上記の学部系統

は潜在的な志願者をより多く抱えていたこと

になる。これに対して，文科系，文理混合系

学部（法学系，文理総合系を除く）と，薬学系

学部では1988年度の落ち込みがそれほど大き

くない。つまり，全体として見れば，先の潜

在的な志願者は理科系学部でより多かったこ

とになる。

　次に，1987年度入試改革の効果を，改革直

前の1986年度と改革時の変動が一応の収束を

みたと思われる1989年度を比較することによ

り検討しよう。1989年度の国公立大学全体の

出願数は，1986年度の1、79倍である。これ以

上の出願数の伸びを示したのは，文科系（法学

系11．92倍，文系総合系11．83倍，人文社会系l

Lgl倍，経済学系：1。84倍）と，教員養成系

（2．06倍），工学系（1．80倍），医学・歯学系

（L98倍）の7学部系統である。後にみるよう

に，文科系4学部相互問での併願は，かなり

高い頻度で起こっている（表2）。文科系学部

を一固まりの学部とみなせば，1県1学部に

近い水準で設置されている学部系統ほど，受

験機会複数化の効果が大きかったことが分か

る。

　逆に1986年度から1989年度への出願数の伸

びが1．4倍以下と極めて低いのは，薬学系（1．18

倍〉，芸術系（1。22倍），理系総合系（1．38倍）

である。これら3学部系統は，受験機会複数

化の効果が極めて小さい。この理由にっいて

は，出願の仕方と関連させて次節で考察する。

また残りの4学部系統の，1986年度を基準と

した1989年度の出願数の伸びは，家政系1．70

倍，文理総合系1．74倍，理学系1．76倍，農学

系1．49倍であり，全体としてみれば文科系学

部での出願数の伸びの方が大きい。

　最後に，1990年度改革についてみてみよう。

先にも述べたように，1990年度には改革の初

年度効果等もあり一時的な志願者増が認めら

れる。しかし，この傾向は全ての学部系統に

共通して現れているわけではない。これが特

に顕著に現れているのは経済学系，人文社会

系，文系総合系等の文科系の学部系統であり，

理科系学部での変化は小さい。っまり，1990

年度入試改革の影響は文科系学部で強かった

ことがわかる。

　っぎに図5は，学部別の入学者数の変化を

みたものである。医学・歯学系の入学者数は，

定員縮小政策の影響もあって，1985年度以降

漸減傾向にある。しかし，その他の学部では

恒常的に，入学者は横ばい，もしくは微増し

ている。
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轟老．　農顯の藍方

受験機会複数化の下での学部系統ごとの出

願数は，各志願者の出顧の仕方によって変わ

る。例えば，単顧者が志願者の多くを占める

学部系統では，出願数は志騒者数と大差はな

い。しかし，同一学部併願者が多くを占める

学部系統では，出願数は志願者数の倍近くに

なるはずである。つまり，前節でみた各学部

系統の1987年度以降の出願数の伸びには，こ

の出願の仕方が大きな関連をもつ。ここでは，

前節での議論と関連づけながら，各学部系統

の出願の仕方の特徴について検討しよう。

図6は，丑992（平成4）年度について，学部

系統ごとに単願者，同一学部系統併願者，異

種学部系統併願者の割合を示したものである。

まず単願者の比率についてみると，これが

極めて高い（約8割）のが芸術系である。芸術

系は飽学部に比べ，もともと比較的特殊な性

格をもつ学部であること，加えて，局じ学部

系統内で実質的に併願できる大学が少ないこ

とがこの結果につながっている。そして，先

　　　　％
　　　璽◎◎

鈴
鍵
⑳
6

0
5
◎
鶴
鋤
⑳
船
o

に見た！987年度入試改革による出願数の増加

率が低いことも，この結果に起因しているこ

とがわかる。

また，全体的には，文科系学部の方が理科

系学部に比べ単願者の比率が高く，文理混合

系は両者の中問程度であるざ7〉単願者の比率が

高いにもかかわらず，1987年度入試改革にお

ける出願数の伸び率が文科系学部の方でより

高かったことは，この改革が文科系志望の受

験生により強い影響を与えたことを示唆する。

次に併願者の状況について検討しよう。ま

ず，異種学部系統併願者の割合は，文系総合

系，文理総合系，理系総合系，家政系，薬学

系で最も高い（約65％）。これら5系統は，入

学者数（定員〉が5，500人未満と容量の小さい学

部系統である（図5参照）。そして前3者は，

第2章で述べたように，いくつかの学部の要

素が（学科の形で〉複合された学部である。し

たがって，これは当然の結果と考えられる。

地方，後2者は芸術系と並んで，入学者数が

2，000人未溝と容量が最も小さい学部系統群で

ある。しかも，同一学部系統併願を貫こうと

　
系
統
併
願
者
　
系
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願
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翻鶴．学部系統別にみた出願の仕方（平成4年度）
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すれば，かなり離れた地域にある大学を志願

しなければならない。出身地と大学の設置場

所の関係によって表される地理的要因は，大

学選択における重要な要素となっている唇8〉と

くに，これらの学部は，出身地に近い大学を

選択する傾向が強い女子受験者の比率の多い

学部であることも（9），この結果につながってい

るものと思われる。

　逆に，異種学部系統併願者の割合が最も低

いのは，工学系と医学・歯学系である（20～25

％）。芸術系を加えて，これら3学部志願者は，

学部系統に対する志向が極めてはっきりした

グループと考えられる。さらに，工学系と医

学・歯学系学部については，設置学部数の多

いことも，この傾向を促進しているものと考

えられる。

　ところで，前節では，芸術系と同様，薬学

系，理系総合系において，1987年度入試改革

による出願数の増加率が小さかったことをみ

た。薬学系，理系総合系は，上でみたように

同一学部系統併願者の比率が極めて低い学部

系統であり（理系総合系は1989年度までその比

率はO、7％以下），このことが1987年度入試改

革によって出願数が大きな伸びを示さなかっ

た原因と思われる。また薬学系については，

1987年度入試改革以前から，受験機会複数化

制に比較的近いシステムをとっていたことが

この結果と関連していると思われる。つまり，

薬学系は，1986年度時点で設置学部数は15で

あるが，このうち公立の3学部は全て国立大

学とは試験期日を異にしており，受験機会複

数化以前と以後で，受験機会の構造が大きく

変わったわけではない。

　以上は単年度についての結果であるが，年

度変化についても検討した。その結果，全て

の学部系統に共通する傾向として，1987年度

入試改革以降，異種学部系統併願者の割合の

減少がみられた。複数化制度導入以後かなり

頻繁に行われたA，B日程の組替えが，この

結果に関連していると思われる。

　さらに，1990年度以降の異種学部系統併願

者の割合の減少には，分離分割方式の拡大が

寄与している。この点を示す顕著な例は理系

総合系である。先にも述べたように，理系総

合系では同一学部系統併願者の比率は1989年

度までは0、7％以下であった。これが，1990年

度以降は，23．！～24．O％と大幡な増加をみせ

ている。これに：対して，単願者は！9．O％から

6、7－8．1％へ，異種学部系統併願者は80、3％

から70．2～67．9％へと大幅に減少している。

　図7は，1990（平成2〉年度と1992（平成4〉

年度について，各学部系統志願者に占める同

一大学・同一学部併願者の比率を示したもの

である。理系総合系では欝9◎年度で20．4％と，

他の学部に比べ，最も多くの受験生が同一大

学・同一学部に併願していることが分かる。

この数字は，同一学部系統併願者の比率の増

加分とほぼ一致する。つまり，理系総合系で

は鋼度的に極めて難しかった同一学部系統併

願が，分離分割方式の導入により，同一大学・

同一学部併願という形で可能になったわけで

ある。

　また，図7からは，分離分割方式の拡大に

ともなって，芸術系を除く全ての学部で，詞

一大学・同一学部併願者が増加しつつあるこ

ともみてとれる。分離分割方式は，今後さら

に多くの大学・学部に広がっていくことが予

想される。この調度が，敗者復活戦的な意昧

をもつ同一大学・同一学部志願者を増撫させ

ることになるのか，あるいは入試の多様化を

促進することになるのか，今後その動向に注

意を払う必要がある。



学部系統別にみた国公立大学志願者層の推移に関する研究 15

　
5

鷺
2

2◎

豊5

置◎

5

◎

家
政
系

芸
術
系

教
員
養
成
系

経
済
学
系

人
文
社
会
系

文
系
総
合
系

法
学
系

全
学
部

理
系
総
合
系

農
学
系

理
学
系

文
理
総
合
系

工　薬
学　学
系　系

医
学
・
歯
学
系

口平成2
（199⑪〉年度

難平成4
（1992〉年度

図7、同一大学・同一学部併願者の比率（平成2・4年度）

　轟一露．挙蔀傍顯の動肉

　前節では，各学部系統ごとの併願者の状況

を，異種学部系統併願者，同一学部系統併願

者の比率から検討した。ここでは，さらに併

願の中身，つまり各学部系統ごとにどのよう

な系統と併願する比率が高いのか等について

分析を加える。

　ところで2章でも述べたように，受験生の

併願パターンは，志願行動面からみた場合の

学部系統の近さを表すものと考えられる。し

たがって，その年度変化は，学部系統の近さ

の変化，つまり志願者の学部系統を捉える視

点・見方の変化を明らかにしてくれる可能性

もある。以下ではこの点も含めて検討する。

　①　併願学部

　まず，1992年度を例にとって，単年度にお

ける各学部系統問の併願関係をみてみよう。

表2は，複願者の中でも，2つの大学（同一大

学を含む〉に傍願した受験生のみを取り出して，

その併願状況をクロス表としてまとめたもの

である。各セル下段の数字は，各学部系統の

志願者数を母数にした，それぞれの学部系統

との併願者の比率である。表で，左上から右

下に向かう対角線上のセルには，同一学部系

統併願者数が示されている。この対角線を軸

として対称の位置にある2つのセルには，異

種学部系統志願者として同一の数字が入る。

また，各学部系統の志願者数の全体に対する

比率俵最下段の数字）以上の水準を示した比

率は，その数字を枠で囲ってある。つまり，

枠掛けがなされている数字に対応する学部は，

比較的併願傾向の強い学部系統であることに

なる。

　文系総合系，家政系，業理総合系，理系総

合系，薬学系の5学部系統を除けば，いずれ

の学部でも，同一学部系統併願者の比率が最

も高い。また，文科系学部内の併願比率には，

全て枠が掛かっており，同様に，理科系学部

内の併願率にも，ほとんど枠が掛かっている。

しかし，文科系学部と理科系学部の併願率に

枠が掛かっているものはない。つまり，文科

系学部志願者と理科系学部志願者の棲み分け

現象がみられる。家政系，芸術系と，それ系

統の学科を有する唯一の学部である教員養成

系との併願率も比較的高い。また，教員養成

系と文理総合系といった文理混合系学部内の

併願率も高くなっている。教員養成系では人
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表窯、学部系統の併願状況（平成4年度）
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文社会系との，文理総合系では文系総合系，

人文社会系，理学系との，家政系では農学系，

薬学系との併願率も高くなっている。これら

文理混合系の併願状況は，各学部系統の特性

を考えれば，納得できるものである。

　それでは，文科系学部と理科系学部の併願

については，どのような傾向がみられるので

あろうか。先にも述べたように，文科系学部

と理科系学部との併願の比率は全体的に低い。

しかし，中では経済学系学部が理科系学部と

併願される比率が高い。経済学には，数学的

能力を必要とする計量経済学の分野があり，

それに対応する形で2次試験の教科目におい

て数学を社会との選択教科として課す大学・

学部も多い。つまり，理科系の学力特性をも

つ志願者が文科系を志望する場合，大学での

教育内容，そして入試教科目の面においてよ

り適しているのが経済学系ということになろ

う80〉そして，上記の結果はそれを反映したも

のと考えられる。
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　（2〉連続受験者の志望動向

　受験生の志願行動から各学部系統間の近さ

を検討する資料としては，前節で検討した単

年度の併願状況の他に，連続受験者の2年度

にまたがる学部志望データがある。連続受験

者とは，1次試験を2年問連続して受験した

者であり，多くはその問に浪人を経験した受

験生たちである。それでは，これら連続受験

者の志願学部系統は，1年後にどのように変

わるのだろうか。そしてそれは，単年度の併

願状況とどのように異なるのであろうか。

　表3は，1991年度に各学部系統を志願した

受験生が，1992年度にどのような学部系統を

志願したか，その比率を示したものである。

表3は，表2と異なり表頭の年度（1992年度）

については志願票を単位として作成している。

また，表中の枠掛けに関しては1表2と同様

の基準を用いている。

表3．連続受験者の志願学部（平成3年度／平成4年度〉

平威魂年度（鰺麗）志願学部

法学系 文系

総合系

人文

社会系

経済学

系

数員

養威系

芸衛系 家政桑 文理

繋合系

理学系 農学系 理系

離舎系

工学系 薬学系 医学・

歯学系

欝

平
成
3
年
度
　
（
這
霞
）
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願
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部
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國
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⑬．22

　63
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　全体としてみた場合，表3に現れた傾向は，

表2のそれと基本的によく似ている。例えば，

多くの学部系統で同一学部系統志願者の比率

が最も高いこと，文科系学部と理科系学部と

の問で志望変更する者の比率が低いこと等が

それである。つまり，1年問の浪人経験の後で

も，それほど大きな志願動向の変化はみられ

ないことになる。なお，表2’，表3の違いとし

て興昧深いのは，女子志願者がそのほとんど

を占める家政系である。つまり，家政系志願者

のうち教員養成系を併願した受験生の比率は，

表2で45．01％であったものが，表3では24。12

％に減少しており，その分，文系総合系，文理

総合系，農学系，医学・歯学系を除いた学部

系統の比率が上昇している。このことは，家

政系志願者は，浪人経験を経ることによって

進路が多様化する可能性を示唆している。

　／3〉併願状況と連続受験生の志願動向の時

系列的推移

　以上2つの表は単年度についてみたもので

ある。それでは，時系列的には何らかの変化

がみられるのであろうか。ここでは，併願状

況については1987年度入試改革以降，連続受

験者については1985年度以降の年度変化につ

いて検討を加えることにする。

　まず全体として見た場合，上の2つの表は，

時系列的には安定したものであり，それほど

大きな変化は認められなかった。つまり，受

験生の志願行動に基づく学部系統問の関連・

類似性という意昧では，この年度問に大きな

構造的変佑はなかったということになる。た

だし，詳細に見た場合には，特に文科系学部

系統と理科系学部との併願状況に変化が認め

られる。つまり，先にも見た経済学系学部と

理科系学部との併願状況である。ここでは，

理科系学部系統として比較的性格のはっきり

した理学系，農学系，工学系，医学・歯学系

％

6

5

4　　　　　　　　　　農学系

3
　　　　　　　　　　工学系2
　　　　　　　　　　理学系
1　　　　　　　　　　医学・歯学系
◎

鳩7箸8壌9雪90勤瓢協2年度

7
／

、　、
　　㌦醒一一一

墨　、

　　、 　岬　岬避

図臥理科系・経済学系学部併願者の割合

％

豊2

口

豆0

9

8

7

6

5
　　　　　　　　　　　　農学系
4
3　　　　　　　　　　　　工学系
2　　　　　　　　　　　理学系

鼠　　　　　　　　　　　医学・歯学系

0
85／86　暫／総　　紛／⑳　　蝋／舵年度
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＼

…
＼
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　㌦塾＿＿

図騒．理科系学部から経済学系学部へ志願変更した

　　連続受験者の割合

と経済学系学部との志願の関係をみてみよう

o

　図8は，これら理科系5学部系統の志願者

（ただし表2と同様で2大学併願者に限る〉に

占める，理科系・経済学系学部併願者の比率

の年度変化を示したものである。同様に図9

は，連続受験者について，これら5つの理科

系学部を前年に志願した受験生のうち，翌年

に経済学系学部へ志願変更した受験生の比率

の，年次変化を示したものである。

　まず，図9に関して，1987年度入試改革の
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前年度・初年度（1986／1987〉は，2つの異なる

、制度下での志願学部系統のクロス表であると

いう点に注意が必要である。そして，その年

度を例外とすれば，図9から，5つの理科系

学部と経済学系学部の2年度にまたがる併願

（志顧変更）の比率は，年々減少していく傾向

にあることが明確に認められる。また，図8

に関しては，図9ほど傾向は明確ではないが，

1988～1990年度あたりから，5つの理科系学

部と経済学系学部との併願者の比率の減少が

みられる。なお，経済学系以外の文科系学部

と理科系学部との関係についても検討したが，

もともと比率が極めて小さいこともあって，

明確な傾肉はみられなかった。

　理科系学部と経済学系学部の併腰，そして

理科系学部から文科系学部へという志望変更

は年々減少している。このことは，志願行動

における文科系学部系統と理科系学部系統の

棲み分け頓向が，近年さらに強まっているこ

とを示唆する。

　争4．翻袋立大学全臨醸数に占める学部系

統欝との出顯数の比率《シ置ア）

　前節までは，各学部系統に対する志願動向

の変化を，志願者数，出願数等の実数に基づ

いて検討した。ここでは，各系統に対する志

願動向の変化をより直接的に表す指標として，

国公立大学全体への出願総数に館する，学部

系統ごとの出腰数の此率（シェア〉を用い，上

で見られた傾向に再度検討を加えておこう（図

lo）。

　まず，理科系学部についてみてみよう。医

学・歯学系では1982年度から，薬学系では夏984

年度から，農学系では1985年度から，工学系

では1986一一1989年度のいずれかの年度から，

それまでのシェアの拡大傾向が縮小あるいは

停滞傾向に転じている。（同様にこの図からは，

1987年度の事前選択翻の効果が，工学系で極

めて大きかったこともみてとれる。）つまり，

最近の全般的な傾向として理科系学部では総

じて，出願数のシェアの減少・停滞がみられ

る。ただし，同じ理科系学部の中でも，理学

系学部は19劔年度には出願シェアを増加させ

ており，理系総合系学部でも，1987年度入試

改革で一旦落ち込んだシェアがそれ以降，拡

大する傾商にある。1990年度以降の理系総合

系の変イヒに関しては，分離分割方式の導入に

よる同一大学・固一学部併願の増加がこれに

対応しているものと思われる。

　これに：対して，文科系学部では，全般的な

最近の動向として出願シェアは拡大傾向を示

している。例えば，法学系では1983～1988年

度，人文社会系では1981～1987年度，文系総

合系では1979～1983年度に，出願シェアは減

少傾肉を示していたが，次年度以降は増加傾

向に転じている。文科系学部では最もシェア

の大きい経済学系は，1979年度以来そのシェ

アを拡大し続けてきたが，1991年度以後シェ

アは縮小している。

　文理混合系の学部の中では，教員養成系の

変化が大きい。教員養成系では，教員採用率

の低下の影響を受け，出願数の激減がみられ

た（図嚇ことを述べたが，これに：対応して出

願シェアは！979年度以降1986年度まで急激に

落ち込んでいる。しかし，1987年度以後は幾

分回復の兆しがみえる。

　このように，出騒シェアからみた学部志願

の最近の動向は，理科系学部の縮小・停滞と

文科系学部の拡大として要約することができ

る。しかし，この傾晦は，少なくとも一部の

学部系統では以前からみられるものである。

したがって，1987年度，19鶉年度入試改革を

機にして生じたものであるとは必ずしも言え

ない。むしろ，それまで続いていた傾向が，大

きな入試鋼度改革の中でも継続し，さらには

強化されたと考える方が妥当と思われるご
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そしてその意昧では，これら入試調度改革が

文科系学部への志願の拡大といった動向を支

える方向で影響を与えたと言えよう。

騒．受験生の属牲の変牝

　ここでは，受験生の属性として，男一女，

現役一浪人を取上げ，各学部系統の志願者の

特性とその年度変化について検討する。なお，

前章までの議論から，国公立大学志願者層が

大きく変化すると考えられるのは，1987年度

入試改革以降である。そこで，本章以降では，

その改革の2年前，つまり1985年度から1992

年度までを分析の対象として議論を進める。

　騒曙．男舞，現役一浪人の比率

　まず図11は，国公立大学全体について，男

女，現役一浪人の比率を示したものである。

とくに1988年度以降，現役，浪人の別を問わ

ず，女子志顧者の割合の増加がみられる。こ

の女子の増加傾向と裏腹の関係をなすように，
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図”、国公立大学全体の男女・現役一浪人比

浪人男子の比率が低下している。現役男子の

比率は1986年度をピークとして，1988年度ま

では比較的顕著に減少し，その後もわずかな

がら減少を続けている仇だし1992年度には幾

分増加）。

　っぎに図12で，学部系統ごとの傾向を確か

めてみよう。家政系学部については，その志

願者のほとんどが女子であり，現役一浪人の

比率もほぽ一定している。そこで，家政系を

除いて，以下の考察を進めていく。教員養成

系を除く全ての学部で，現役，浪人の別を問

わず，女子志願者の割合の増加がみられる。

　文科系学部の中では，もともと女子比率が

高い人文社会系（1985年時点で5L5％〉では，

女子比率の増加はごくわずかである。しかし，

その・飽の文科系学部では！985－1992年度問に，

2～5％ポイントの増加がみられる。

　教員養成系（52．7％），芸術系（50。3％〉とい

った文理混合系学部では，欝85年度時点で既

に女子比率が50％を越えている。芸術系では

それ以後も女子比率は拡大し続けているが，

教員養成系では横ばい状態にある。また，1985

年度時点で女子が34．9％を占めていた文理総

合系では，女子比率の増加は僅かである。一

般的にいえば，文科系，文理混合系では，そ

れまで女子比率があまり高くない学部系統へ

の女子の参入が目ざましい。

　理科系学部の中で，とくに女子比率の増加

傾向が顕著なのは農学系であり，1985～1992

年度問に，16．2％から34．5％へと18．3％ポイ

ントの伸びを示している。これは全ての学部

系統の中で最も高い伸び率である。っいで，

理系総合系，薬学系，医学・歯学系が5％ポイ

ント前後の伸びを，理学系，工学系の学部で

は3％ポイント前後の伸びを示している。後に

みるように，特に理科系に関しては，総じて

物理の選択比率が低い学部での女子の進出が

目ざましい。
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図腰．学部系統別の男女・現役一浪人比
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　この女子の増加傾向と裏腹の関係をなすよ

うに，人文社会系，教員養成系，文理総合系

の3学部系統を除いた文科系・文理混合系学

部では，現役，浪人ともに男子の比率が低下

している。一方，理科系学部では，農学系を

除けば，現役男子の比率は穫ばいか，『もしく

はむしろ増加傾向にある。それに対し，浪人

男子の比率は大幅に減少している。農学系で

は，理科系学部の中で唯一現役男子比率の減

少がみられるが，浪人男子の減少はそれ以上

の水準で起こっている。

　以上は比率に関する議論であった。志願者

数でみた場合，理科系学部では，現役男子志

願者の人数は1989年度以降，横ばい状態にあ

浪人女子

現役女子

浪人男子

現役男子

る。つまり，理科系学部での現役男子比率の

上昇は，浪人男子志願者の減少にともない，

分母（現浪・男女を合計した志願者数）が小さ

くなったことに対応している。一方，文科系・

文理混合系では，現役男子志願者数は増加傾

向にある。図⑳では，出願数全体に占める理

科系学部への出願シェアが，低下しているこ

とをみたが，それは，理科系学部では文科系

学部に比べて，①浪人男子志願者の数が大輻

に減少している，②現役男子志願者数が増加

しなかった，③女子志願者数の伸びが小さか

った，といった3点に帰因する現象であった

ことが分かる。中でも①の影響は大きい。
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　騒老．再受験率

　上でみられた浪人男子比率の低下現象を，

再受験率という指標を用いて検討しておこう。

再受験率の算出方法は以下のとおりである。

ここでは，国公立大学全体の数値をもとに説

明しよう。1985年度の国公立大学志願者数は

262，260人であり，このうち，国公立大学へ入

学した受験生は89，896名であった。したがっ

て，国公立大学非入学者は172，364名となる。

（このうちわけは，不合格者171，000人，入学

辞退者1，3劔人である。）このうち1986年度に

も国公立大学へ志願した受験生（連続受験者）

は44．6％（76，912名）であった。この比率が再

受験率である。なお，各学部系統の再受験率

は，当該学部系統非入学者を分母にしている。

分子は，そのうち，どの学部系統に志願した

かは問わずに，次年度に国公立大学に志願し

た受験生の人数をとっている。図13は，この

比率の年度変化を示したものである。

　まず，国公立大学全体の傾向をみると，44。6

％を示した1986年度以降，再受験率は毎年減

少をつづけ，1991年度には32．1％にまで落ち

込んでいる。学部系統別にみても，薬学系，

芸術系を除く全ての学部系統で，再受験率の

単調減少傾向がみられる。

　しかし，その減少の程度には，学部系統ご

とに差異がみられる。薬学系，芸術系を除い

て考えれば，1986年度時点では，①医学・歯

学系（62。6％），②医学・歯学系を除く理科系

学部，法学系学部（46～56％），③法学系を除

く文科系学部，家政系を除く文理総合系学部

（29～38％），④家政系学部（17．7％〉，の順に

再受験率が高い。ついで，1986｛991年度間の

落ち込みの程度をみると，①，③のグル～プ

では，10％ポイント程度である。これに対し，

②のグループの落ち込みは，約20％ポイント
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にも達している。なお，家政系学部（④〉志願

者のほとんどは，浪人を嫌う傾向が強いとさ

れる女子受験生で占められており，1986年度

時点の再受験率は勉の学部系統に比べとくに

低い。そしてこれに対応して，この系統での

再受験率の落ち込みは，5％前後と小さい。

　このように，医学・歯学系を例外とすれば，

もともと再受験率が高かった理科系学部で，

その比率のより激しい低下傾向がみられる。

　・一般的に国公立大学の浪人受験者の数は，

前年度の国公立大学非入学者（大多数は不合

格者であるので，以下国公立大学不合格者と

呼ぶ）の数と対応関係がみられる。つまり，前

年度に大量の国公立大学不合格者がでれば，

次年度には浪人受験者の数も増加する。再受

験率は低下しているものの，文科系学部では

このような対応関係がいまだにみられる。し

かし，薬学系学部を除く理科系学部では，再

受験率の大幅な低下を反映して，浪人受験者

の実数そのものが，1987年度以降減少してい

る。

　なお，先にみたように，女子の浪人受験者

の割合は，どの学部系統でもほぼ一律に増加

していた。したがって，ここでみた傾向は専

ら，男子の浪人受験者に関するものと考えら

れる。

　露．　噸次試験に基づ《憲願者の学力特盤と

その隼度変化

　ここでは，各学部系統志願者の学力特性と

その年度変化を，1次試験5教科の得点に基

づくいくつかの指標から検討する。

　麟．　霊次試験騒教科の含講点の分霜

　まず，1次試験5教科の合計点の分布から

検討しよう。ここでの分析対象は1次試験で

5教科全てを受験した志願者である。また，

年度問の比較を行うために，5教科の合計点

はパーセンタイル順位に換算した数値を用い

ている。

　図14は，1985年度～1992年度について，各

学部系統ごとに志願者のパーセンタイル順位

の分布を描いたものである。図中の長方形は

左端が第1四分位数，右端が第3四分位数を

’示している。したがって，この長方形が示す

範囲に志願者の半数が含まれることになる。

長方形の中にある縦線は中央値（meδianl第

2四分位数）を示している。図は1985年度のメ

ディアンが，どの学部系統でも同じ位置にく

るように平行移動してあり，したがって，図

には1985年度以降の第1～3四分位の経年変

化のみが示されている。

　まず，この図からは，1987年度入試改革の

影響の受け方が，学部系統ごとに異なったこ

とが分かる。例えば，法学系，理系総合系，

文系総合系，家政系では，1987年度を境に得

点分布が大きくスライドしており，明らかに

従来とは異なる志願者層が参入してきたこと

が示唆される。このうち，文系総合系，家政

系では受験機会の複数化によって得点分布は

上方へ，法学系，理系総合系では下方ヘスラ

イドしている。これら新規参入者は，受験機

会複数化を機に，これら学部を併願先として

選んだ飽の学部系統志願者がその多くを占め
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るものと思われる。

　さらに，現時点では原因は不明であるが，

理学系，農学系の学部系統では，！985年度か

ら1988年度まで合計点の分布は上昇し，その

後1991年度まで下降して，1992年度にはまた

幾分の上昇を示している。

　以上のような変動を除いた全体的な傾向と

しては，理学系，農学系，理系総合系，工学

系，薬学系，医学系，教員養成系，家政系，

文理総合系では，志願者の合計点の分布はほ

ぼ横ばいもしくは幾分の低下額向が認められ

る．逆に，法学系，文系総合系，経済学系で

は，志願者の合計点の分布に上昇傾向がみら

れ，中でも，経済学系の動きが顕著である。

人文社会系，芸術系については，年度問の変

動が激しく，明確なトレンドは見出しにくい。
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図韓．学部系列別にみた総点成績の分布
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　要約すると，全般的に文科系学部で志願者

の合計点の分布は上昇し，一方，理科系学部

では志願者の合計点の分布は下降している8め

文理混合系学部でも，全体として志願者の合

計点の分布が下降しているのは，この学部が

包含する理科系学科の動肉を反映した結果と

も考えられる。なお，入学者に関しても，総

じて志願者についてみられた傾向を踏襲して

いた。

　麟老．合讃褥点の得点鱈屠甥の購蔵此

　それでは，このような合計点の分布の変化

は，どのような得点層の志願者が増減した結

果生じたものなのだろうか。ここでは，志願

者層を合計点（パーセンタイル順位）の高さに

よって，大きさの等しい5つの層に分割して

検討を進める。図15がその結果であり，図で

は5つの学力階層の構成比の年度問変動のみ

を示した。目盛りは2％きざみで，始点の絶対

水準は意味をなさない。上から下の枠に移動

するにつれ，学力の低い階層が表示してある。

図鶉．各学部系統内での5学力層の構成比の推移
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嚢懇．学部系統別にみた各得点階層の構成比の年度変化傾向

　　パ磁抄柵
　　　　　層
学部系統
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法学系 ノ ノ
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噂 ㊥
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㊥
ノ

図15でみられる1987年度以降のトレンドに

ついて，大まかな傾向を要約したものが表4

である。1987年度以降のトレンドに限ったの

は，1987年度入試改革を境に，志願者の学力

構成が大きく変わった学部系統がみられるた

めである（12〉。右上がりの矢印は，その得点階層

の構成比が上昇傾向に，右下がりの矢郎は減

少傾向に，水平の矢印はその構成比が横ばい

であることを示している。また，例えば，と

くに家政系，薬学系，医学・歯学系の学部系

統では，1988・89年度と比べて，1990～92年

度の80－IOOパーセンタイル層の割合が大きく

減少している。これは1990年度改革による影

響を受けたものと思われる。このため，これ

らの学部の80－100パーセンタイル層は，1987

年度以降にその構成比が上昇傾向にあるのか，

減少傾向にあるのか，判別をつけがたい。？は，

このようにトレンドがつかみにくいものを示

している。

法学系，文系総合系，経済学系といった文

科系学部，および芸術系学部では，60～100パ

ーセンタイル層の割合が増加し，その分，学

力中位層，または下位層の割合が減少してい

る。特にその傾向は，経済学系に極めて顕著

に現れている。先に，少なくとも1985年度以

降，文科系学部系統で志願者の合計得点が高

まっていることを見たが，図15，表4から，こ

れらの学部系統では，合計得点の分布が，全

体として大きく高得点側にスライドしたこと

がわかる。一方，理学系，農学系，理系総合
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系，工学系等の理科系学部では，80－100パー

センタイル層の割合が軒並み減少している。

そして，それに対応して，学力中位層，また

は下位層の割合が増加しているが，その変化

は，主として⑳～80パーセンタイル層が中心

である。つまり，理科系学部系統の変化は，

学力最上位層の減少と，中位層の増加によっ

て特徴付けられる。文理総合系の傾向もそれ

に準じている。

　ところで，後にみるように（図18〉，例1えば，

文科系学部では1990年度以降，1次試験で社

会を受験していない志願者が1／4近く存在する。

先述のように，これら4教科以下受験者は，

合計点に関する分析では対象から除いた。し

たがって，これら4教科以下受験者を除外し

たことが，ここまでみてきた傾向に対して，

何らかの影響を及ぽしていることが考えられ

る。しかし，次節でみるように，外国語の成

績に関する傾向も，図翼と大差なかった。外

国語は，①総点との椙関が最も高くα3），かつ②

ほぽ全ての志願者が受験している教科である。

したがって，4教科以下受験者が，上でみた

合計点の傾向に影響を及ぽしているとは考え

にくい。

　輸霧．教科慰褥点分霜

　ここまでみてきたように，1次試験の合計

点に関しては，全般的に文科系学部志願者で

は上昇傾向が，理科系学部志願者では低下傾

向がみられた。それでは，この合計点の上昇・

低下傾向は，1次試験で課された5教科全て

についてみられるのであろうか。それとも，

特定の教科成績の上昇・低下によって，もた

らされたものなのであろうか。そこでつぎに，

教科得点に視点を当てて，各学部系統志願者

の学力特性について検討しよう。

　図16は，各教科ごとに，得点分布のメディ

アンの年度変化を示したものである。なお，

ここでは，例えば国語に関しては，全教科受

験者に限らず，少なくとも国語を受験した志

願者を薄象とすることにした。図の1目盛り

は2％刻みである。

　まず，いずれの年度をとっても，つぎのこ

とが確かめられる。

　①文科系学部では，国語・社会・外国語の

成績が，数学・理科より高い。

　（2／理工系，薬学系学部では，①数学・理科，

②外国語，③国語・社会の順に成績が高い。

㈹農学系学部では，①理科，②数学，③国語・

社会，④外国語の順に成績が高い。㈲医学・

歯学系学部では，数学・理科・外国語の成績

が，国語・社会より高い。理科系学部につい

ては，数学・理科の成績が国語・社会より高

いことでは，全学部一致している。

　樹文理総合系と，理科の変動を除けば教員

養成系でも，文科系学部とほぼ同様の傾向が

みられる。ただし，国語・社会・外国語と数

学・理科の成績との差は文科系学部より小さ

い。（6〉芸術系学部では，①国語，②社会・理

科・外国語，③数学の順に成績が高い。（7〉家

政系学部では，①国語，ついで理科の変動を

除けば②外国語，③社会・数学の順に成績が

高い。このように，文理混合系学部について

は，概して国語の成績がよく，数学の成績が

悪い。

　っぎに教科別得点の年度変化をみていこう。

どの学部系統をとっても，理科については年

度閥変動が大きく，明確なトレンドはつかめ

ない。教科としての理科，社会は，実際には

いくつかの選択科目から構成されている。と

くに理科成績の年度問変動が大きいのは，各

科目の平均値が年度によってかなり異なるの

みならず，後述するような科目選択の変化等

の影響が強いためと考えられる。
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縦軸の1目盛りは

2パーセンタイル刻み。

　そこで，理科を除いた教科別学力の年度変

化を学部系統ごとにまとめると，つぎのよう

になる。以下は，1987年度以降のトレンドに

ついての記述である。

　（設）法学系，経済学系志願者については，4

教科（国語，外国語，社会，数学）全ての得点

が上昇している。

　（b〉文系総合系学部では，国語，外国語，社

会の得点が上昇し，数学の得点が低下してい

る。

　（C〉人文社会系学部では，外国語，社会の得

点が上昇し，数学の得点が低下している。国

語に関しては横ばい状態にある。

　（d）理工系（理学系，理系総合系，工学系），

医学・歯学系志願者は，数学の得点が上昇し，

国語，外国語の得点は横ばいもしくは下降，

社会の得点は低下している。

　（e）農学系では，国語，外国語の得点が上昇

し，数学，社会の得点は低下している。

　（f）薬学系，文理総合系では，全般的な得点

の低下がみられる。

　（9）教員養成系では，社会の得点が上昇し，

数学の得点が低下している。国語，外国語は

ほぼ横ばい状態にある。

　（h）家政系では，外国語の得点が横ばいに近

い上昇傾向にある。国語，数学，社会の得点

には低下がみられる。

　（量）芸術系に関しては，国語，外国語の得点
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の低下傾向がみられる。数学，社会の得点に

ついては，ほぼ横ばい状態にある。

　以上の傾向を教科劉にまとめておこう。国

語，外国語，社会については，合計点と同様

の傾向がみられる。即ち，文科系学部では志

願者の得点分布に上昇傾晦が認められる。理

科系学部の中では例外的に，農学系でも同様

の傾向がみられる。一方，農学系を除く理科

系学部の得点分布は横ばいもしくは下降傾向

にある。とくに社会については，文科系学部

と教員養成系学部で得点上昇，理科系全学部

で得点低下の傾肉が極めて顕著である。ただ

し，鱒92年度には，文科系学部ではこれら3

教科の得点が低下している。これに1対し，理

科系学部では持ち直しがみられる。

　数学に関しては，理学系，理系総合系，工

学系，医学・歯学系といった理科系学部では，

得点分布の上昇，あるいは横ばい傾向がみら

れる。しかし，農学系，薬学系学部で，数学

の得点は低下傾向にある。一方，文系総合系，

人文社会系，教員養成系，家政系，文理総合

系といった文科系，文理混合系学部では，数

学の得点は低下している。経済学系と，1988

年度以降の法学系に関しては，数学成績の中

央値は上昇している。ただし，これら2学部

では．第1四分位の値は変わらなかったが，

第3四分位の値が大きくなっていた（図は割

愛〉。つまり，法学系，経済学系では時系列的

にみると，数学の得点の低い層の底上げはみ

られないが，学力の中上』位層が幾分増える傾

向にある。

　ここで，合計点の低下・上昇の原因にたち

返ろう。これは，教科男墾にみると以下の点に

求められる。理工系学部では，国語，社会，

外国語といった文科系的教科の得点が落ちて

いるのに対し，得点の上昇している教科は数

学の1教科に過ぎなかった。とくに社会の得

点の落ち込みが大きいことは，理科系学部全

般の総点を引き下げる大きな要因となってい

る。一方，文科系学部で総点が上昇していた

のは，ほぼこの逆の理由によっている8⑳

　鶴一羅。　騒教科の鶴点プ園フイール

　以上では，教科成績を個甥にみてきた。つ

ぎに，これを5教科の得点プロフィールとし

て総合的な形でみてみよう。まず，1次試験

の5つの試験教科ごとに，各志願者の全体集

団の中での順位（パーセンタイル）を算出する。

一人の志願者を取り出した時に，パーセンタ

イル順位の高い教科から順に5教科を並べれ

ば，その5教科の並びは，その志願者の各教

科に対する得手一不得手に関連した学力特性

を表す。これを学力型と呼ぶことにする。図

照からも予灘がつくように，志望学部系統と

学力型の問には関連がみられることが，いく

つかの蘇究によって明らかにされている。即

ち，理科系学部へは，数学，理科の学力が他

の教科に比べて高い受験生が志願する傾向が

ある。一方，文科系学部へは，国語，社会の

学力が弛の教科に比べて高い受験生が志願す

る傾向がある85〉

　そこで，この傾向が時系列的に，どのよう

に変化しているのかを検討しよう。図17は，

国語，外国語，数学の3教科の中で，どの教

科得点（パーセンタイル順位）が最も高い受験

生が多いかを示したものである。法学系の1985

年度を例にとって図の見方を説明すれば，国

語の得点が外国語，数学に比べて高かった受

験生（これを以下，国語型とよぶ〉は37、8％，

同様に，外国語型は41、1％，数学型は21．1％

である。
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図畷7．学部系統別の学力最上位教科
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　なお，今回この3教科に隈って，受験生の

学力型を定義したのは，以下の理由による。

第1に，理科，社会は選択科目から構成され

ている。このこともあって，先にみたとおり，

とくに理科については学部系統別にみた場合，

1次試験の成績が年度ごとに大きく変動して

いる。第2に，大まかには，国語の学力が高

い志顯者は社会に関しても，同様に，数学の

学力が高い志願者は理科に関しても，その学

力は残りの教科に比べて高いとみなせるから

である岬

　まず，いずれの年度についても，文科系，

文理温合系学部では，国語型，外国語型，数

学型の順に志願者が多い。理科系学部では，

数学型の志願者が最も多い。国語型と外国語

型は，理学系，農学系学部で国語型が多いこ

とを除けば，ほぽ半々である。

　っいで年次変化をみていくと，文科系，教

員養成系の学部では，数学型の志顔者の躍合

が減少している、逆に，理学系，理系総合系，

工学系学部では，数学型の志騒者の製合が増

加している。ただし，前節でみたように，農

学系学部では数学の学力低下，国語，外国語

の学力上昇がみられた。これと：対応するよう

に，理科系学部の中では，農学系学部だけが

数学型の割合を減少させている。これ嵐こ

の学部で女子志願者の増加が著しかったこと

に関連があると思われる、
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　このように，学力型でみた場合，全般的に

文科系，文理混合系学部では国語型，外国語

型，そして理科系では数学型が主流であり，

しかもその傾商が強まっているのが近年の動

向である、つまり，もともと文科系，理科系

志願者の問に見られた学力特性の差異が，よ

り際立つ方向で変㍍している。6－1節では，

笠次試験5教科の合計点を用いて各学部系統

問の差異を検討した。しかし，前節，そして

本節の議論により，文科系，理科系の志願者

合計点の中身にはかなりの差異が見られるこ

とは畷らかである。その意昧で，少なくとも

文科系，理科系志願者の学力蒋性を合計点か

ら比較する意味は薄れてきたと言えよう。

7、理科，社会の選釈科麗

　1次試験における理科，社会は，複数の選

択科目から構成され，志願者はそれらから！

科目あるいは複数の科目を選択する。その際

の科目選択は，受験生の学力特性，そして志

願する学部系統の特性を反映したものになる

と考えられる。ここでは，理科，社会の科目

選択の傾向から，各学部系統志願者の差異に

ついて検討を加える、

　7遡、躍科，設倉葬受験巻

　最初に，1次試験で理科または社会を，全

く受験しなかった受験生の比率からみていこ

う。理科または祉会の非受験者が一躍増加す

るのは，！9鶉年度においてである。その後も

幾分の上昇を続けているが，1990年度に比べ

幾分高くなっている程度にすぎない。そこで

図18は，欝89年度と1992年度についての数字

を示してある。一見して，理科または社会の

非受験者の比率は，1989年度に比べ⑲92年度

で高いことが分かる。1990年度を境にして国

公立大学で，ア・ラカルト方式タイプで受験

する志顧者が増加したことは萌らかである。

　まず，理科，社会の非受験者の比率が，芸

徳系学部で突出していることが目につく。1989

年度時点をみれば，45．5％は理科を，22、4％

は社会を，さらに1992年度では69、O％は理科

を，26．5％は社会を，1次試験で受験してい
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ない。つまり，芸術系学部では比較的早い時

朗からア・ラカルト方式に準じた受験生が多

かったこと，そのような受験生はさらに増加

していることが分かる。

　それでは非芸術系学部についてはどうだろ

うか。1992年度についてみると，文科系学部

で理科の罪受験者が多く，理科系学部で社会

の非受験者が多い。そして，文科系学部の理

科罪受験者の比率は，理科系学部の社会非受

験者に比べかなり多い。

　なお，国語，外国語の非受験者の比率は，

19勢年度以降も極めて低い。数学の非受験者

に闘しては，幾分比率は落ちるものの，上で

みた理科の罪受験者と同様の傾向がみられる。

っまり，一般的龍は，文科系学部志願者に理

：科，数学の非受験者が多く，理科系学部志願

者に社会の非受験者が多い。

　ところで，①文科系学部での理科非受験者

は1992年度でM～32％に達していた。また，

②1990年度以降の志顧者数が1989年度に比べ

て増加をみせる，といった現象は文科系学部

に特徴的であった（図2）。この2つを考え合

わせると，とくに1990年度以降の文科系学部

では．入試教科の減少（ア・ラカルト方式の導

入）にともない，従来の私立大学専腰者群が国

公立大学へ新規参入する，という領向が強か

ったものと推灘できる。

　7老．理科の選釈科隅

　理：科の科目選択の方法に対しては，1985年

度以降，2度の大きな変更が行われた。まず

1986年度までは，2科目選択調を採っていた。

ただし，1985年度以降の高校卒業生は理科夏

が必須であり，したがって彼らにとっては実

質的にぽ1科目選択制と変らなかった。続い

て1987～1989年度の朗問は1科目選択制が採

用された。さらに，1990年度にセンター試験

へ移行してからは，理科の試験時問帯が，物

理一地学，慮学，生物と3つに分かれ，従っ

て最高3科目まで受験可能となっている。

　図19は，この問における，各学部系統ごと

の科目選択率を示したものである。ここでは，

受験科目数の総合計に対する各科目受験者の

比率を示している。つまり，複数科目を選択

した者は，それぞれ1科目を選択した複数の

受験者（延べ受験者）として擾っている。した

がって，199◎年度以降でもそのほとんどが1

科目選択である文科系の受験生に関しては，

図19で1987～夏992年度までの科目選択率の変

化をほぼ正確に捉えることができる。しかし，

199⑪年度以降その多くが2科目を選択する理

科系学部志願者では，19勢年度を境に科目選

択率の意昧内容は大きく変化し，その年度傾

向を正確に伝えることができない。そこで，

理科系学部志願者について，理科受験者に対』

する各科目の選択率を示したものが図2◎であ

る。1990年度以降，多くの志願者が2科目を

選択したことに対応して，図2⑪の科目選択率

の合計は200％近くに達している。

　さて，図19から学部系統別の科目選択の傾

向をみてみよう。まず，理工系学部（理学系，

理系総合系，工学系）志騒者では，物理一化

学一生物一地学の順に科目選択の割合が高い。

薬学系と医学・歯学系では，化学一物理一生

働一地学の順に選択者が多い。これらの学部

では，物理または化学の選択者だけで8割を

越えている。工学系にいたっては，この2つ

の科目のみで97％以上を占めている。このよ

うな傾向からみれば，理科系学部の中では農

学系だけが蒋異で，佑学一生物一物理一地学

の順に選択者が多い（生物選択者が物理選択者

を上回っている）。

　一方，文科系学部では，生物一化学一地学一

物理の順に科目選択者の割合が高い。また，

文理混合系の学部では，生物一化学一物理一

地学の順に選択者が多い。
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　ここから，学部系統ごとに科目選択の仕方

に差異があることが分かる。しかも，理科系

学部では，2次試験に課される科目との対応

関係がみられる。

　年度変化をみると，文科系学部ではもとも

と選訳率が低い勃理の選択率がさらに減少す

る領向にあり，地学も同様の傾向を示してい

る。そして，それを埋める形で生物の選択率

が増1加している。

　次に，図20で，理科系学部系統の1990年度

以降の状況を検討しよう。まず，複数科目が

選択可能となった1990年度には，地学を除く

科目の選択比率が一挙に増大している。科目

則では，工学系を除いてどの学部系統でも化

学の選択率が最も高い。そして，いずれの学

部でも化学の選択者は7割を越えており，と

くに薬学系ではほぼ必須の状態に近い。物理

選択率は，農学系，薬学系を除く学部では7

割前後を占めている。薬学系では約5割，農

学系でも約3割の勃理選択者がいるが，その

比率は頭打ちの状態から減少傾向に移行する

ようにも見える。生物に闘しては，農学系で

約4謝，医学・歯学系，薬学系で約3割，理

学系で約2割，理系総合系で紡1．5割の選択者

がいる。そして，生物選択銘率の高い農学系，

薬学系，医学・歯学系では，さらにその比率
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図⑳、理科系学部の理科の科目選択率
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が増加する傾向にある。

　ところで，物理離れに関しては，香川県を

例にとって，物理教科書の購買率（履修率の代

用指標〉が減少していることが明らかにされて

いる87）今回の結果からは，どこで物理離れが

起こっているのかが明らかになる。つまり，

少なくとも国公立大学志願者については，文

科系学部志願者の物理離れはみられるが，理

科系学部，特に理工系学部（理学系，理系総合

系，工学系）志願者での物理離れはみられない。

この結果は，高野文彦の筑波大学のケースを

もとにした指摘と一致する8紛しかも，文科系

での選択率は1割（2科目選択であった共通1

次開始の1979年度には4割を超えていた〉を切

る状況にあり，物理は理科系的学力特性を持

つ志願者に大きく偏った選択科目となってい

る。

　7尋，穀会の選択科翼

　社会の科目選択（地理，世界史，日本史，倫

理・政経，現代社会）の方はどうであろうか（図

は割愛，また1987年度以降は高校普通科・理

数科以外の卒業生に選択が限られた現代社会

については，以下の記述から省略する）。
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　全体として見た場合，文科系学部，文理混

合系学部では，日本史一世界史一地理一倫

理・政経の順に選択者が多く，理科系学部で

は，地理一日本史一世界史一倫理・政経の順

に選択者が多い。文科系学部志願者と理科系

学部志顧者の問で選択する科目に差が認めら

れるのは理科と同様である。年次変イヒに関し

ては，特に1989年度以降の傾向として，理科

系学部では地理の減少と倫理・政経の増加，そ

して文科系学部では，地理，倫理・政経の減

少と日本史の増加傾勘が認められる。

　ところで，科目選択率の年次変化に関して

は，前年度の各科目の難易度（平均点〉が影響

を与えることが指摘されている89〉つまり，前年

度易しかった科目は，次年度選択率が増加し，

逆に難しかった科目は選択率が減少する傾向

である。1988～1992年度の社会のデータに関

して，この観点から分析した結果，難易度の

影響は理科系学部志願者でより強く現れてい

ることが明らかとなった。このことは，理科系

学部志願者の社会における科目選択は，受験に

対応した便宣的選択の色彩が強いこと，そして，

先にみたように理科系学部志願者全般の社会

得点の低下と併せて，1次試験5教科の中での

社会の意昧が，理科系学部志願者で大きく低

下していることを示唆している8①

翻．結譲と今後の闘題点

　本研究では，共通1次が開始された1979年

度からセンター試験が3年目を迎えた1992年

度の14年の問に，国公立大学志願者にどのよ

うな量的，そして質的（特性的）な変花が見ら

れるのか，といった点について学部系統を軸

に検討を加えた。最後に，本研究で得られた

主要な知見を整理し，その相互の関連を検討

することにより，国公立大学志願者層の変化

を総合的に考察しておこう。

　まず，国公立大学全体への志願者数の変化

についてみよう。1979～1986年度問では，国

公立大学の志願者数は25～28万人の幅でほぼ

一定していた。これが，1987年度以降は30～32

万人程度でほぼ一定の水準にある。つまり，共

通1次発足以来ほぼ一定の水準にあった国公

立大学志騒者が，1987年度入試改革を境に5

万人程度の増加を示している51987年度には，

受験機会複数牝と受験科目の齪減（5教科7

科目から5教科5科目へ）が行われたが，この

改革が1986・87年度に行われた国公立大学の

定員増と複合して，志顧者数の押し上げをも

たらしたものと考えられる。

　さらに，志願者の属性面で見ると，この時

期には現役志願者の増加と浪入志願者の減少

が認められる。このことは，現役志願者に限

って見れば，その志顯者数の伸び率が，全体

でみた伸び率を上回っていること，そして再

び定常状態にある1987年度以降でも，現役志

願者数は依然として増加していることを意昧

する。このように，少なくとも1度は志顧す

るという意昧で，国公立大学志願者層はその

規模を拡大していると言える。

　ただし，注意しなければならないのは，1987

年度を境にした2つの期問で志願者数がほぼ

一定の水準を維持しているという点である。

しかも，入学者（定員〉との関係でみると，全

期問を通して志騒者倍率（志願者数／入学者

数〉に大きな変動は認められない。このことは，

国公立大学の志願者数には，定員に基づく一

定の枠が存在すること，そしてその意昧で，

国公立大学への志腰に対してはある一定の垣

根が存在することを示唆しているものと考え

られる。

　ところで，上記の国公立大学志願者数の拡

大には，1987年度のどのような改革が影響を

与え，結果的にどのような志願者層を引きつ
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けるようになったのであろうか。これを，志

願者の特性の面から考えてみよう。1987年度

以降の志願者特性の変化は，先に述べた現役

受験者の増加（浪人受験者の減少），女子受験

者の増加，そして学部系統では文科系学部志

願者の増加によって特徴づけられる。特に，

浪人受験者の減少に関しては，再受験率の減

少が顕著であることを見た。もちろん，再受

験率の減少には，一般的に浪人を進ける傾向

が強いとされる女子受験者の増加が少なから

ず影響している。しかし，その減少の幅の大

きさは，国公立大学に不合格になった（入学辞

退した〉場合に私大に進学する者，つまり，国

公立大学と私立大学の両方をにらんで志願行

動をとる者が増加していることを意味する。

そしてその点から言えば，国公立大学志瀬者

の規摸の拡大は，従来の私大専願者の参入に

よってもたらされたと考えるのが妥当と思わ

れる。

　1987年度入試改革では，複数化制度への移

行と受験科目数の劃減が行われたが，上記の

志腰者特性の変化からみて，科目数潮減の方

が！987年度以降の志願者増に果たした役割は

・強かったと考えられる。少数の教科目で行う

入試を私大型入試と名付ければ，5教科5科

目網への移行は，国公立大学入試の私大型入

試化への第一歩であったと見なすことができ

るからである。さらに，1次試験における傾

斜配点方式の強化，2次試験のウェイトの増

加等も，特定教科の重視といった意昧で，こ

の傾肉に拍車をかけているものと考えられる。

　また，学部系統別では，文科系学部志願者

の増加も科目劇減と関連していると考えられ

る。理科系学部系統では，1987年度入試改革

以降も2次試験に理科2科目を課す大学・学

部が多い。したがって理科系学部志願者にと

って実質的な科目灘減は社会の1科目に止ま

り，その影響は文科系と比較して小さかった

と考えられるからである。このことは，さら

に，ア・ラカルト方式を採用する大学・学部

が一躍増加する1990年度において，文科系学

部志願者で理科を受験しない者が増加するこ

と，そして疑時に文科系学部全般で志願者の

増加が認められたこととも符合する。

　次に，志腰者の学力特性の変化についてみ

てみよう。1次試験5教科の合計点からみる

限り，理工系（工学系，理学系，理系総合系）・

農学系学部では，得点上位層の割合が減り，

その結果全体的に志願者の学力は若干の低下

傾向を示していた。逆に，文科系学部の多く

では，得点上位層の割合が増え，その結果全

体的に志願者の学力は上昇していた。

　ただし，これは，全教科についておしなべ

てみられる傾向ではない。理工系，医学・歯

学系学部では，国語，外国語，社会，なかで

もとくに社会の得点が低下していた。しかし，

数学の成績は上昇していた。つまり，とくに

社会の得点の落ち込みが大きいことが，理工

系学部の合計点を引き下げる大きな要醤とな

っている。一方，文科系学部では，これと逆

の傾向がみられた。

　従来から，学部系統問，とくに文科系学部

と理科系学部の問で，得意とする教科が異な

っていることが指摘されているが，今回の結

果は，その傾商がさらに進行していることを

意昧する。

　このような傾向は，理科，社会の科目選択

にも現れている。倒えば，文科系学部志願者

における理科では，数学的色彩の強い物理を

選択する受験生の比率は1割を切るところま

で減少しており，さらに，ア・ラカルト方式

の採用にともな矯，理科そのものを受験しな

い志願者も増加している。

　このように，少なくとも！次試験5教科の

得点プロフィールから見て，文科系学部志願

者と理科系学部志願者の学力特性の違いがよ
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り際立ってきたのが近年の動向であり，その

意昧で，合計点を用いて学部系統問の志顧者

学力を比較する意昧が薄れてきたと言える。

　先にも述べたように，！次試験の受験科目

の灘減と傾斜醍点の強化，そして2次試験重

視の傾向が進む中で，学部系統問で重視する

試験教科が大きく異なってきた。上でみてき

た傾向は，この傾向への受験生の対応を反映

したものとみることができる8のそして，理科

系学部から経済学系学部への志望変更が減少

していることに代表されるように，学部志顧

において文科系と理科系での棲み分け現象が

より強化される方向にあることも，これに対

応した結果と考えられる。

　ここまで，本稿で明らかになったことをみ

てきた。しかし，そこには積み残された大き

な悶題がある。それは，国公立大学と私立大

学の両方をにらんだ志願行動をとる者の増加

である。本研究では，その主たる原因を全体

の志願者増と関連させ，従来の私学専願者の

国公立大学への参入に求めた。しかし，国公

立大学志願者の志願行動そのものが変化して

きている可能性もある。例えば，最近では，

若者の東京を中心とする大都市志向が強まっ

ているとされる。多くが地方に立地されてい

る国公立大学と，大都市圏立地が中心の私立

大学とで，魅力の差が縮小したぎ麗〉加えて，国

公立大学の授業料は，私立大学の水準にかな

り近づいている。つまり，経済的な面でも，

国公立大学と私立大学とでは，対等な状態に

近づいてきた。さらに，先にも述べたように，

入試体劃からみても，国公立大学と私立大学

問の差異が小さくなってきた。

　国公立大学志願者群と私立大学専願者群と

の問には，これまで棲み分けに近い状態が存

在していたと考えられる。そのため国公立大

学志願者の多くは，私大に進学するよりは浪

人してでも国公立大学を目指す傾向が強かっ

たと思われる。国公立大学には独特の魅力が

あったともいえる。しかし，以上のような状

況の変化は，受験生の意識の面で，国公立大

学と私立大学問の敷居を低くさせた可能性が

ある6そして，それが浪人の再受験率を低下

させている1つの要因とも考えられる。

　ただし，これは1つの仮説にすぎない。今

後，特に次年度に再受験をしない不合格者や

入学辞退者の特性を詳細に検討することが必

要である。さらに，ここで提議した問題は，

入試に係わる観究が，国公立大学の中だけの

議論では不十分であることを意昧する。今後

の入試蘇究は・私立大学を含めた広い視野か

らその枠組みを考えていく必要があろう。

　＜難＞

①　実証レベルで「理工系離れ」を扱った代表的な研

　究としては下記の①がある。われわれも「理工系

　離れ」に関しては，独自の実証的分析を行った

　（②）。そこでは，以下の点を明らかにするととも

　に，科学技術政策研究所の分析結果から，単純に

　最近の「理工系離れ」現象を結論することには難

　があることを指摘しておいた。①1987年度以降，

　⑦私立大学で典型的に，（3〉法・経済系学部や他の

　文科系学部と比べると，理工系学部に限らず，農

　学系，医学系，薬学系学部を含めた理科系学部全

　般で，出願数の毎年の伸びは鈍化していた。換言

　すれば，出願数の上では，文科系学部全般に対し

　て，理工系学部に限らず，理科系学部全般の相対

　的な不振・不人気（「理科系学部離れ」）といった現

　象が起こっている。

　なお，「理工系離れ」の背景については以下③，④

　の，「製造業離れ」に関しては⑤～⑦の文献参照。

　①科学技術政策研究所『大学進学希望者の進路選

　　択について』，平成2年。

　②　岩田弘三「大学と理工系入材問題」，『「高度技術

　　社会」ニュース』，喩22，働統計研究会，1992年。

　③小林信一『文明社会の野蛮人～若者の科学技術

　　離れを巡って～』（科学技術政策研究所調査研究

　　資料　講演録一26〉，平成3年。

　④　小林信一「情報化社会と科学教育一『文明社会
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　　の野蛮人』仮説を手がかりに一」，『教育社会学

　　研究』第51集，1992年。

⑤西潟千明・中西顕宏・平野千博『理工系学生の

　　就職動向について』（MSTEP　REPORT
　　臨1），科学技術政策研究所，平成元年。

⑥　西潟千明「科学技術人材のトレンドと対応策」，

　　　『研究開発マネジメント』，1991年10月。

⑦小林信一「理工系学生の製造業離れ」，働機械振

　　興協会経済研究所『人本型企業への変革』，平成

　　3年。
（2〉①　岩田弘三「高校生の大学選択に関する追跡研

　　究」，『大学入試センター研究紀要』臨21，1992

　　年。

②　岩田弘三「学部新設と志願者の移動」，『亙DE現

　　代の高等教育』Nα316，民主教育協会，1990年。

③　岩田弘三「学部系統別にみた受験者の地理的選

　　択の範囲」，『大学入試フォーラム』臨9，1987

　　年。

（3〉①　荒井克弘「国公立大学における合否判定と共通

　　第一次学力試験との相関」，『大学入試センター

　　研究紀要』臨A4，1982年（非公開）。

②　荒井克弘「共通1次入試制度における進学構造

　　の変化」，『大学入試センター研究紀要』臨A5，

　　1983年（非公開）。

③荒井克弘「共通1次入試制度における進学構造

　　の変化一輪切り・序列化をめぐって一」，『大学

　　入試フォーラム』No7，1986年。

　④　清水留三郎「共通1次学力試験の成績から見た

　　国公立大学・学部による入学者選抜の特性」，『大

　　学入試センター研究紀要』臨A6，1985年（非公

　　開）。

　⑤　清水留三郎「共通1次試験の成績から見た国立

　　大学と公立大学の各学部による入学者選抜の特

　　性」，『大学入試フォーラム』臨8，1986年。

　⑥　註の（15〉参照。

（4〉池田・鈴木・前川（下記の文献参照）は，既にわれ

　われとよく似た手法を使い，受験機会複数化開始

　年度（1987年度〉単年度について，学部分類を提出

　している。われわれの学部分類は，かれらが得た

　結果とほぼ同一のものであった。したがって，今

　回われわれが用いる学部分類は，基本的には池田

　等の学部分類を踏襲した形になっている。

　池田輝政・鈴木規夫・前川眞一「大学・学部の併

　願行動の一貫性一第1回の受験機会の複数化の場

　合」，『大学入試研究の動向』第6号，国立大学入

　学者選抜研究連絡協議会，昭和63年。

（5〉

（5）

（7〉

山田文康・石塚智一「国公立大学における受験機

会複数化のもとでの受験者の行動」，『大学入試セ

ンター研究紀要』N磁7，1988年，：PP．23。

なお，大学入試センター発表の公式統計や，『学

校基本調査報告書』などの資料では，入学者数は

！980年度以降漸増傾向がみられる。これについて

は以下の文献参照。

「国公立大学入学者選抜実施状況等」，『大学入試

フォーラム』臨15，1992年，PP．217－223。

山田・石塚（前掲，PP、6－13〉によって，少なくと

も1987年度の単願者に関しては，（の概して総点の

点数が低い，（b）文科系学部志願者については国語，

外国語の成績が高く，数学，理科の成績が低い，

（C）理科系学部志願者については外国語の成績が高

く，社会の成績が低い，（δ）本人にとって合格可能

性が比較的うすい大学を志願している，ことが確

かめられている。このことから，単願者は，国公

立大学への執着度が低く，私立大学への進学を中

心に考えているグループとされる。この1987年度

の傾向が，それ以降の時期にも敷衛できるとすれ

ば，文科系学部志願者に私立大学への進学を中心

に考えている受験生が多いことになる。

（8〉①　岩田弘三・岩坪秀一「受験機会複数化にともな

　　う地理的流動性」，『大学入試センター研究紀要』

　　翫17，1988年。

②岩田弘三「国公立大学2次試験出願者の地理的

　　選択の範囲に関する分析」，『大学入試フォーラ

　　ム』Nα8多1986年。

（9〉岩田弘三「志願者の属性別にみた地理的選択の範

　囲」，『大学入試フォーラム』臨IO，1986年。

（1①　前掲，岩田，1992年，PP．92－94。

　この論文では以下の点を明らかにした。

　①一般的によくいわれるように，理科系学部から

　文科系学部への志望変更者（文系転向者）のほとん

　どは，経済学系学部を志望する傾向がある。そし

　て，②かれらの多くは，数学の学力は高い水準を

　保ったが，最終的に理科の学力が伸びなかった，

　という特徴をもつ。したがって，文系転向者が経

　済学系学部を志望するのは，以下の理由によると

　考えられる。（農）理科の学力が低いことがハンディ

　にならない。（b）2次試験での社会は数学との選択

　教科になることが多いため，社会をそれほど勉強

　していないことは，問題にならない。のみならず，

　（C）数学の学力が高いことを有利に結びつけること

　ができる。

⑪　われわれは個別学部別にも，総点分布の分析を行
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　　った。少なくとも旧帝大では1979～1992年度問に，

　文科系学部に比べ理科系学部で，志願者，入学者

　の総点学力が低下しているという傾向はみられな

　かった。したがって，理科系学部での総点学力の

　低下は，主にいわゆる偏差値ランキングが極めて

　高い大学以外で起こっている現象と考えられる。

⑫　経済学系，理学系，農学系，文理総合系を除く⑳

　学部系統では，1987年度入試改革以前と以後とで，

　いくつかの得点階層の構成比が大きく変化してい

　　る。つまり，これらの10学部系統では，1987年度

　入試改革の影響が，志願者層の学力構成にまで及

　んだことが分かる。

㈹　池田央「共通1次試験の教科・科目問の相関上『大

　学入試フォーラム』Nα2，1983年，P．57。

α㊧さらに，第5章で述べたように，理工系・農学系

　学部では，文科系学部，医学・歯学系学部に比べ，

　浪人の比率が大幅に減少していた。一般的には，

　現役生に比べ浪人受験生は，学力が高いとされる。

　　したがって，浪人の減少も，理工系・農学系学部τ

　の統点における学力低下現象を説明する一つの要

　因になっている。

㈲①　岩坪秀一・池田輝政・岩田弘三，「大学が重視す

　　　る入試教科と受験生の学力特性一共通1次学

　　力試験の5教科得点を基礎にして一」，『大学入

　　試センダー研究紀要』臨17，！988年，P．121。

　②山田文康「共通第1次学力試験の5教科得点に

　　基づく学力型の分析」，『大学入試センター研究

　　紀要』N磁9，1990年，PP．32－33。

　③山田文康・山村滋「受験者と合格者の学力特性

　　　に関する学力型に基づく分析」，『大学入試フォ

　　ーラム』Nα12多1991年多PP．41－42。

．④　前掲，岩田，1992年，PP、94一％。

　なお，①～③は共通1次試験志願者に関する分析で

　ある。④は高校2～3年生を対象としており，私立

　大学，短期大学専願者（共通1次非受験者〉を視野に

　入れた分析となっている。

⑯前掲，山田，1990年，PP．34－38。

働　伊藤寛・近藤浩二「物理学会は物理教育の危機に

　　どこまで手をこまねいていられるか」，『日本物理

　学会誌』VoL45，Nα5，1990年，PP。338－340。

⑱①　高野文彦「高校における物理教育と大学入試」，

　　　『日本物理教育学会誌』第38巻第3号，1990年，

　　PP．211－213。

　　高野文彦「高校における物理教育と大学入試」，

　　　『日本物理学会誌』VoL46，臨5，1991年，

　　PP．396－397。

　　高野文彦『大学入試における学力筆記試験の大

　　学聞比較』皿　入試問題の分析（2〉（平成2年

　　度科学研究費補助金・総合研究（A）研究成果報

　　告書），平成3年，PP．16｛7。

㈲　山田文康「共通1次学力試験における理科選択科

　目の選択傾向」，『大学入試センター研究紀要』

　②

　③

㈱

⑳

臨8，1984年，PP、15－16。

なお，社会4科目については，全ての学部で，前

年度平均値の高かった科目を選択する傾向がみら

れた。

また，理科の科目選択については以下の傾向がみ

られた。

①1科目選択制下（1988・89年度）の理科系学部で

は，物理，化学，生物に関しては，前年度平均値

が高かった科目を選択する傾向が顕著であった。

理科系学部ほど顕著ではないが，家政系や文理総

合系でも同様の傾向がみられた。もともと理科系

学部での選択率が低かった地学に関しては，前年

度平均値の高低にかかわらず，選択率の伸びの変

動は微小であった。

②1988～1992年度問についてみると，文科系，教

員養成系，芸術系学部では，前年度平均値によっ

て理科の科目選択を行うというより，各科目選択

者の比率が固定化してきている。

さらに，理科，社会いずれの科目選択に関しても，

1988～1990年度の期問と1991～1992年度の期問

との問にめぼしい差は認められなかった。

法学系，経済学系で数学の学力が高い受験生が幾

分増えていることも，これらの学部が重視してい

る試験教科との関係で説明可能である。即ち，経

済学系学部では選択の形をとる場合もあるが，2

次試験に数学を課す大学が多い。また，法学系学

部の場合は定員の大きい有力大学で，数学を課す

ケースがほとんどだからである。

（22〉藤本建夫『東京一曲集中のメンタリティー』，ミネ

　ルバァ書房，1992年。



付表璽、学部系統別国公立大学志願者数

（表注　複願者のうち，2つの学部系統にまたがる志願をした受験生は，

　　　の1人として数えている。したがって，学部系統志願者の合計は，

それぞれの志願学部系統で別個

「全体」の数字より大きくなる。）

昭和顕年度 昭和誌年度 昭和56年度 昭和欝年度 昭和認年度 昭和鷲年度 昭和60年度 昭和瓢年度 昭和翻年度 昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度

全体

志願者数 2総75聡 2銘麗9 25闘腿、 2瓢騒7 器講◎9 ％55認 2鑓器o 豊7併55 3認鋸騒 瓢鷲腿 2993聡 蹴25総 瓢◎5臆 3m輪
志願者倍率 豊．瓢 2．鱒 量．盤 2．臆 霧、槻 鷲。7趣 2．解 豊、総 3。蝦 豊。騰 鷲、腿 豊．総 慧．騰 豊．雛

法学系

志願者数 踊雌総 丑蓋麗6 踊5鴨 玉罵25 豊鶉7 蓋02鴨 玉o認o 蓋05器 露◎233 蔦723 亙舘瓢 膿胃⑪ 欝o鑓 貯o鎚

志願者倍率 3．群 3．岨 露．95 鷲、槻 露．麗 露、調 欝．5露 豊。翼 罎、詑 藷．雛 3．55 罎。oo 3．貿 3。盤

文系総合系

志願者数 鐙雌瓠 羅032 蜀595 鱒璽9 鮪欝 五〇3囎 丑璽瓢5 鷲o瓢 解櫨騒 認魂盤 20騒且 25535 鍵磐鵬 麗蓋蔦

志願者倍率 3。麗 2．鱒 2、9◎ 2。雛 露．55 麓．67 2。闘 謹．麗 5．誕 愈鑓 壌．30 5．唖 5、⑪騒 墨。闘

人文社会系

志願者数 雛612 露鵬聡 麗丑劔 麗6胃 器塁o馨 器ooo 器鱒魂 認goo 舩翫o ⑳5猫 37蓋o鴛 翼o魏 轟瓢騰 船習塁

志願者倍率 3．30 題。躯 罎。麗 3．鱒 騒．翻 3．弱 纏。53 3。留 5．禦 璽、翻 雌．璽 5。麗 乱麗 鑑馨㊨

経済学系

志願者数 336購 357誕 3認囎 認o麗 舗聡3 誕玉麗 35075 認質3 麗誕騒 馨髄瓢 57墨総 総goo 5囎70 茄総o
志願者倍率 3．総 3．毬6 3．姐 謬。欝 3．雅 騒．囎 3．躯 3．77 騒．廻 蕊。総 4。総3 5．礁 璽．総 愈闘

教員養成系

志願者数 7倣胃 鍵757 5go駈 53⑪腿 5解盤 逸52囎 罎7露66 墨655毬 767弱 7罰弱 689鱒 劔503 解3瓢 7腿86

志騒者倍率 3．65 3。器 翻．併 露．65 盆．52 鴛．露7 露。脚 露。39 3．習 3。隙 3．娼 騒．唖 3．製 3。脇

芸術系

志願者数 盤鱒 腿盤 麗o鷲 総舗 雛03 腿囎 綴盤 鱒弱 鴛⑳6 丑H馨3 盆o騒魂 玉麗蕊 難7解 盈⑳騒o

志願者倍率 駐．毅 駐．盤 9．器 騒．聡 騒．駐⑪ 総．質 融．瓢 馨．膿 騒、蕊 脇．罵 騒、聡 嚢．隠 騒、脇 騒．騒6
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付襲璽、学部系統別国公立大学志願者数（続き）

昭和騒年度 昭和蕊年度 昭和弱年度 昭和蟹年度 昭和講年度 昭和59年度 昭和㈹年度 昭和6揮度 昭和鑓年度 昭和盤年度 平成元年度 平成黛年度 平成3年度 平成峨年度

家政系

志願者数 麗oo 欝麗 購解 2響7 器◎5 聡糠 盟隙 欝鴛 5艦6 駝懸 遮o器 認69 壌臆7 雛鷲

志願者倍率 露．騰 騒。齪 騒．器 欝、騒 騒．欝 餓．縫 羅、蔦 騒．購 5、解 聾．肥 畿鱒 盈雄 墨．蝦 騒．盤

文理総合系

志願者数 盤玉o 総麗 聡69 63麗 賢麗 69器 薦辮 駈囎 玉59麗 H9鴨 蓋雄毬o ！臆67 膿蓋講 踊3娼

志願者倍率 騒。6蓋 鑑3魂 紘縫 3、憶 愈33 3．93 3．総 3。蕊 韓．囎 灘．盟 塁．総 雌．総 雌、腫 聡，飢

理学系

志願者数 罵灘蓋 罵蓋麗 臆懸5 五駕覗 五腿醗 蓋詑解 蓋盤邸 蛎ogo 識糧麗 灘雛盤 213鱒 灘o囎 2認魏 器齪玉

志願者倍率 欝．％ 灘．群 露。認 黛．囎 露、餐蓋 露、77 3，解 3．⑪o 雌．容6 諺、齪 3．75 3．7騒 3．腿 3．騰

農学系

志願者数 購銘蓋 燈o職 蓋瓢肌 蔦5囎 丑鋤隠 一
2 007蓋 瓢7盤 20樋蓋 詑o屡5 26膿9 22997 認7禦 露2939 器磁o

志願者倍率 露．総 鴛、雛 露．聡 鷺。57 騒．縫 3。2嬉 騒、鋸 騒．聡 愈5露 3．65 3．瓢 3。2霧 議．繰 3．認

理系総合系

志願者数 蛎6蓋 翫o⑪ 解欝 総33 闘73 鷲認5 鍛52騒 10鱒嚢 蓋腿o羅 翼53騒 童囎75 13928 鼠器膿 罵o雌

志願者倍率 露。熱 露．賜 露．56 騒．鋸 露．麗 露。96 3．脇 3．05 違．解 3．囎 3．聡 3．63 諺．鍾 3．覗

工学系

志願者数 595総 髄5器 騒⑳露 欝o腿 繍蟹盆 舘騒66 駈雛⑬ 6総麗 蓋05瓢騒 騰履7 83鱒7 麗75馨 795麗 習3総

志願者倍率 露．蕊 鴬．脇 露．59 露．7騒 露、鶉 露．懸 3．纏 盆。暫 3．96 騒、媚 3．02 3．蕊 黛．鵬 露．礁7

薬学系

志願者数 雅5⑭ 雌2器 55雛 5g億 5639 56綴 誕認 瓢⑪慧 器総 67瓢 5757 欝鴛 5鶉⑪ 澱腿

志願者倍率 5．罰 騒．膿 5．◎◎ 5．鴛 遮．盤 塁．灘 魂．73 鑑鋸 6．群 5．認 璽．膿 5．黙 遍．鷺 遷。髄

医学・歯学系

志願者数 雛瓢2 ⑳2鞭 露縫能 膿g腿 丑95雄 蓋器56 1搬舩 購認9 273麗 雛霧肥 22慧5 驚2瓢5 ⑳go騒 雛2鐙

志願者倍率 3．聡 3，雛 諺．雛 3．07 騒．瓢 露、器 露．雛 露．鑓 魂。銘 雛．鋤 3．盟 墨．06 3．76 臨，雛
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付表黛．国公立大学の学部系統別出願数・入学者数

昭和5魂年度 昭緬5年度 昭和56年度 昭和57年度 昭和闘年度 昭和59年度 昭編o年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度

全体

出瀬総数 336322 299403 2呂6695 認327蓋 器56腿 286糧1 297＄86 305555 6誕8峻3 5753§o 5璽7呈35 59328魂 56035露 55593轟

入学者数 灘7誕 翻縁盤 器6弱 91娼6 麗馨騒 瓢霧羅 瓢器o 騒576 憩灘10 鎗騒256 欝535騒 欝5魂70 鱒73鰐 蓋脇o舗

競争倍率 3．盤 3．33 3．20 3．11 騒．蓋9 翫嬬 3．騰 3．黛3 馨．62 5．墨7 5．丑9 5．63 5．鷺2 s．の5

法学系

出願総数 璽懲o懸 丑128塁 鷲6解 1丑囎9 鴛o猟 10339 蓋騒36 蓋05婁5 267肥 総璽5 2G272 2認97 232欝 2蓋976

入学者数 32総 3器5 392玉 塁065 鞠鎗 船璽o 壌n2 塁329 董6瓢 齪騒 群53 墨総9 翻縫 魂9魯9

競争倍率 3．群 3．魂6 2．96 露．暮3 2．97 露．総 鷺．騒 露．屡5 5．7蓋 3．綴 峨．27 5．憩 鑑’鴇 魂．齢

文系総合系

出願総数 茎6鱗1 懲03鷺 iO595 9919 鮪懲 欝3鷺 盈i5薦 鴛鷺鴛 3腿蕊 腿9i6 22毅6 2騒撤 2鴨23 鷺297
入学者数 5290 4呂56 3656 353塁 3735 3闘3 舗鵬 遮267 壌8鴇 盤轟 魂775 罎7購 屡縫9 52総

競争倍率 3、玉1 2．89 2．go 2．騒1 驚．55 2．67 3．懸 2。総 §．髄 5．蓋墨 農．69 5．95 5、．57 蕎．騰

人文社会系

出纐総数 26915 27007 27050 25塁27 239肝 2302魂 23飢6 2認30 臆聡3 囎662 魂5垂85 5遜6憾 5蔦鍵 囎蹴

入学者数 7769 59総 6茎72 63翼 §335 6352 63総 67総 鴨36 麗包9 腿13 騒3馨7 懇認2 麗57

醗争倍率 3。塁6 塁．56 塁．認 乱o蓋 3．鴇 3．62 諺．7蓋 3．51 書．鵬 轟。99 5．毅 6．53 6．§㊨ 5．§2

経済学系

出顧総数 3729i 3ggo2 36030 35653 舗35騒 37？総5’ 39317 罎3＆腿 91205 駐69鑑6 醗8撮 総7越 騒嚇3 7蔦35
入学者数 蓋oggo 9251 976塁 1雛09 欝527 9965 憩欝馨 欝2包o 蓋203置 H722 雄88蓋 鴛826 蓋22解 鍛7％
競争倍率 3．39 亀31 3．69 3．53 3．鴨 3．79 3、9Q 罎．27 7．墾 7．塁2 6．駐馨 鍵．灘 6．§2 6．総

数員養成票

出纐総数 雛M5 655麗 595群 53233 5欝囎 罎5轟5 翻翫2 魂器雛 魏3鱗9 笠雛36呈 §6薦3 9覆3雛 瓢暮5菖 9翻鍵
入学者数 20駐97 蓋9翻罎 丑9総2 欝99＄ 蒙雛鍵 溺67 ig麗2 玉騒鴨 驚登3麗 認○懸 鴛7鎗 盆雛6駐 螂殿 嬉7H

競争倍率 3．麗 3．33 3．oo 盤．6馨 2．§3 2．認 駐．盤 駐．載 5．59 5、雛 遮。群 魂．77 墨，鋳 塁、麗

芸術系

出願総数 8997 9309 993遺 9翻o 騒77 総蓋o 9367 憩§開 蓋3韓嚢 捻騒7 蓋23纏 五2s麗 璽3303 燭鱒

入学者数 995 9墨6 96蓋 963 §総 965 9翼 餌9 烈総 葱鐙3 蓋レ15 蓋羅7 蓋継 笠2腫

麟争倍率 9．o漿 9、雛 欝．3魂 罵．05 9．鵬 9．65 §，92 鐙。説 踊．翼 登．媛7 憩．75 鷺．解 難．鴛 n．器

家政系

出願総数 2621 28塁6 窯90魯 27麗 26捻 26齢 27腿 禦呂2 5瓢魂 58囎 遺727 総53 罎5驚5 齢69

入学者数 麗9 762 8器 麗3 騒33 9魂2 騒73 露77 95倉 麗9 973 §55 騒3 騒馨

競争倍率 2．95 3．73 3．29 3。亙5 3．羅 露．容5 3．蓋7 3。玉7 馨．23 5、9丑 罎．86 罎．腓 魂。露§ 遷．3§

湛
Q◎

汁
纏
＞
翼
鳶
冥
樽
ー
翻
幽
諾
燗

乞
o
勧
餅o

竈
潟



付霧驚、国公立大学の学部系統別出願数・入学者数（続き）

昭和騒年度 昭和舗年度 昭和講年度 昭和留年度 昭和認年魔 昭和器年度 昭和霜o年度 昭和鑓年度 昭和翻年度 昭和麗年度 平成元年度 平成露年度 平成3年魔 平成曝年塵：

文理総合系

出願総数 盤鱒 総繊 鑓縫 聡麗 瓢麗 翻騒 総鍛 馨駐oo 丑総鱒 膿3器 』臆45五 蓋器膿 聡o器 丑認3◎

入学者数 璽糧7 蓋5麗 器臆 賂腿 　　蓋総⑪
舞

蓋7駕 貯黙 夏9鷺 麗蕊 雛鰍 23購 腿感7 蕊鵬 簾総

競争倍率 騒．霞蓋 罎．誕 璽．雛 騒．％ 魂．懸 鵠．鶉 騒．醗 羅．誕 轟．鷺 5．鱒 姦。購 5．蔦 5、o騒 罎、鵬

理学系

出願総数 蓋囎蓋蓋 鴛器騒P 蓋懲鴨 鴛9認 膿o麗 欝6総 玉灘総 玉聡鎗 3欝肥 認懸3 露75聡 黙7認 謙盤騒 瓢解騒

入学者数 駈搬 囎諺 囎総 盤盟 鱒簾 醐03 購7購 5盤5 騙59 5糠o 5賢o 闘器 総o騒 薦堀

競争倍率 露、循 露、総 露．誕 露．鯉 鷺、磁 露．器 諺、灘 欝．踊 露．糖 漿、麗 雌．総 慮．鶉 　媛、総 雌、総

農学系

出願総数 蓋鯉灘 欝3艶 盈蕊麗 賂7麗 膿器蓋 罰350 器雛露 瓢灘騒 鋸輪馨 総3認 雛70⑪ 羅器薦 謙磁7 蕊5囎

入学者数 695玉 御6駐 欝総 露器5 翻懸 劔齪 翻盤 鑓認 鴨総 7鴛晃 質5騒 鷺瓢 ”55 ”雛

競争倍率 鷺．．麗 窓．総 露．髄 鷲．翻 魯．解 騒．欝 騒．57 3．35 齢．55 雛．07 塁．囎 曝．聡 罎。穏 愈質

理系総合系

出願総数 騒5翻 鍵500 即膿 麗認 総器 鵬蕊 聾騒総 玉09弱 購93⑪ 麗鴨3 蔦雄5 璽聡器 聯93 璽75器

入学者数 認6⑪ 麗31 誕総 誕麗 35総 舗05 説懲 舗欝 3go6 39鱒 騒9玉5 3盤暮 3総5 蝦総

競争倍率 羅．唖 鷺．難 舗．聡 露．鱒 慧、麗 黎．96 3。無 3．総 5．憩 3．篇 3．群 峨．50 遷．貯 墨．露7

工学系

出願総数 鴨5翻 5雛裕 5937総 駈5騒 7鋤羅 70羅7 7雛籍 7髄認 購55購 懲綴麗 玉蕊59⑪ 聡解露o 膿9雛豊 膿肥鴛

入学者数 総5認 鱒7認 雛瓢鴛 灘5麗 盟⑪囎 瓢麗聾 雛6雛 器罰3 欝577 欝鴛露 暫5総 露糧灘 黙購7 羅雛脇

競争倍率 蔀．⑪鞭 窟．器 盆．盤 3．纏 3．認 3、瓢 欝．35 騒．麗 翁。総 唱．欝 罎．盟 5。縣 罎．聡 塁。認

藥学系

出願総数 瓢聾 53駈 7露麗 懲総 7露％ 賢器 総欝 醗舗 蓋o騒総 総鑓 755銭 瓢蕊 7麗7 7鱒7

入学者数 盈3髄 鳳舗 鷲雛 鞭覗 豊囎 鷲5遇 鷲囎 鷲鱒 膿器 鴛66 鼠2糧 欝聾 臆56 欝麗

競争倍率 馨．蹴 堪。73 馨．馨o 5．聡 鑛．講 馨。膿 5．器 聾、瓢 暮．5⑪ 書．麗 5．93 聾．舗 窃．聡 馨．㎝

医学・歯学系

出願総数 瓢9隠 罰2鱒 露腿麗 2艇67 懸59 魏総 餅照 鵬鱒 鯉6懸 総馨鴛 35603 欝鵬7 3穏7艦 3囎麗

入学者数 駆弱 麗認 63鷲 磁魍 鎚7騒 鎚偲 継器 鑓器 雛欝 駆7馨 5635 瓢騒 蕊鋸 轟聡7

競争倍率 難。聡 3．雛 羅．瓢 3．欝 諺、解 鷲．懸 2．鱒 諺．o丑 7．30 霞．器 6．蹴 6．糠 馨．貯 磐．認

磁
嶺
郵
識
鯉
貫
勢
詩
團
揚
隆
汁
磁
斬
愚
鰍
繭
3
謙
麟
買
瀦
畔
か
韻
幽

鵠



50

（表注

　　　　　　　　大学入試センター研究紀要　NO．22，i鱒3

　　　　　　　　付泰3、学部系統別にみた志願の仕方

異類学部系統志願者は，志願したそれぞれの学部系統で別個の1人として数えている。1

昭和60年度 昭和61年度 昭和翻年度 昭和鑓年度 平成元年度 平成2奪度 平成3年度
　　　　　「
平成塁奪度

法学系

志顕者数 憩3鋤 10553 20233 蓋5723 置鑓鎚 娼7鷺 欝068 璽70鍵

単願者 97藁9193．9》 9959撰。の 359鶏7．8》 鵬5126、3》 姐5鵬．魂） 3姻《娼．藁》 鵬臆7．5／ 33騒《竃9．3》

同一学部系統併願者 53（o．5》 器《o。3》 5583《27。6》 2魏1玉5．91 3⑳／罵．8》 5脚（26，71 脚7《28、3》 姻5《認．o》

異種学部系統併願者 578《5．61 565《5．塁》 m59《5魂，7》 go96157．91 9搬（56．霧／ 鵬甑騒．騒》 9朧15塁、31 器85《52．61

文系総合系

志願者数 難3玉5 隻202蓋 27029 22囎3 205醗 25535 2塁698 26難5

単願者 9鵬180．5》 獅3鵡3．5） 姫6《笠7．il 翼281！9、、71 麹g轍．5》 脚51雛．罎》 5鰹122，D 60鰍23．の

同一学部系統併顯者 餅《玉。7》 ！73G．4》 222818．2） 搦o《6．5》 鵬5／6．§》 2025《7．91 鵬9（7．91 2768《i◎、6》

異種学部系統併纐者 2鵬li7．呂》 搬7《15。1》 2鵬5惚』7》 蓋6605偽．8》 廻887172。51 獅35《70．6》 i7295㈹．o》 麗50／66．玉》

人文社会i粟

志願者数 2雛鍵 22goo 塁23鴨 魂0579 3質02 翼o毅 藁2玉89 憩7縫

単願者 玉6925175．2》 欝78（78．5》 蹴齢9。塁1 朧3《2笠．8》 轟囎《2玉．7》 玉o躍惚．6》 獅60《29．騒》 丑囎5128．91

同一学部系統併願者 鵬61墨．51 朧⑬、71 騒蹴《20，5》 666瓢6．塁》 腿51i7。魂》 継51灘．6》 7鵬《玉7．8〉 7359《娼．遷〉

異種学部系統併願者 塁563120。3》 塁鰯《葺、81 25轍㈹。璽》 25鵬轍、8》 226181劔．o》 2謝2《56．呂》 泌26152、塁1 21630《53．i》

経済学系

志願者数 35075 38賢3 623盤 60塁7旦 5縫36 6690⑪ 58970 55腿o

単願者 2騒70（72．6） 27866《72．O》 璽0856（蓋7．の 玉2蹴《20．塁》 鵬77122．騒》 笈38go《20．81 玉3052（22．蓋》 置2窺《23．D

岡一学認系統併願者 謝9《9．7》 蠣6《n．Ol 2朧3133．7》 魏36132．㊨》 欝2魂129．5） 22356（33．愚》 麗79132．7》 欝36132．21

異種学部系統併願者 鵬縫7．7》 6継（17，，1》 3腿99囑．9》 2騒82塁響、71 2”35韓7．騒1 30纒（墨5．8》 26639幡．2》 2魂脚纒．71

教員養成系

志纐者数 塁7266 塁6558 76799 72腿6 6＆騒9 69503 673瓢 鴨囎6

単願者 塁136輔7。5》 毅騒31go．o》 玉29G魏6．懸》 翼2玉7《ig。7》 搬53（20．7》 贈i212璽，2》 玉6鵬（2雌、玉》 麗52《2壌．51

同一学部系統併願者 92叙2．0》 3旗o．7） 3嘱0《39．8》 2塁鵬《33．5》 23687《3魂。塁1 22733（32。7》 22董12《32．9》 職6叙誕，3》

異種学蔀系統併顯者 塁978qo．5） ㈱塁（9．5》 33355（塁3．塁） 336651壕6．7》 3茎鵬《塁5．o》 32058韓6．1》 28995幡．玉） 2go6騰1。2）

芸術系

志願者数 8腿2 8969 蓑206 m63 璽09翼 m65 n707 120go

単顯者 728蒐（86．3） 762蒐185．Ol 騒61《75．5） 86呂9《”．8》 騒651《79．1》 露58塁176。9》 9欝（7呂．塁》 965塁《79．9》

同一学蔀系統併願者 即《9。7） 9罎6（玉O．6》 1308（玉玉．7》 1072（9．61 nO6（10．璽》 蓋168（iO．5》 12玉6《蒐O．塁） 1257（10。の

異種学部系統併願者 3照魂．1》 塁02《塁．5》 瑚7《12．畠） 鍾02《玉2。6》 1蓋87《玉o．9》 躍3（12．7》 職艇玉．2》 瑠919。8》

家政系

志願者数 2752 2773 5玉96 5223 藁089 3969 醗57 37玉7

単願者 2563（93．1》 2599（93．7》 959（娼。5》 玉oo2（玉9．2》 惚（娼．9） 6魂81蓋6．3》 957123．O》 706《笠9。O》

同一学部系統併願者 蝋0。の 7（o．3》 577艦．1》 585q笈．2） 612《15．o） 6瞭16．7》 3531呂．5） 3載9．31

異種学離系統併願者 玉78（6。5） 蓋67《6．o） 3660（70．魂） 3636（69。6》 2鵬《66．玉》 2657（66．9》 2脚（68．5） 2667（7董．81

文理総合系

志願者数 66ig 6599 玉599垂 n970 麗総o n967 玉2鵬 麗3丑8

単願者 6023（91．Ol 6069《92。0》 23魂9（錘．7》 鵬麗5．3》 玉723（蓋5．6》 玉977116．5》 2298（18．9》 22501玉9．9》

同一学部系統併纐者 O（0．0》 至《o．o》 570《3．6》 353《3．o》 32露13．Ol 6畷5。1》 脇《7．Ol 965《騒．5）

異種学部系統併願者 59619．o》 529（8。の 玉3075181．8》 97暮5181．8》 go29（8玉．5》 9386（78．塁》 8995《羅。璽1 脚3《7玉．61
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付表3．学部系統別にみた志願の仕方（続き〉

昭緬o年度 昭和鑓年度 昭和鑓年度 昭和器年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度

理学系

志願者数 玉翼65 玉50go 2糎82 2灘g 2i認9 22099 鍵2鯉 236質

単願者 難673《8⑪．7》 丑2333《醜、7》 蹴5《欝、71 2騒2《董3．2》 299鐙亀o》 32331膿。6》 3総◎《蓋2．7》 3玉5難3．3》

同一学舘系続併願者 596（塁．玉》 53913．6》 6769縦．6》 鵬2伽．玉》 騒諏25。塁》 6159127。9》 6羅125．2》 6辮《27．5》

異種学舘系統併顯者 2翌96（蔦．2》 22纈箆7》 欝鑓纒．7》 腫腿5《63．71 ヱ296516◎．6》 玉2蹴《57．5》 呈5㈱《62．丑》 鍾020159．21

農学系

志願者数 瓢7鵡 208凝 32腿5 2鍵99 22997 23727 2器39 236go

単願者 丑8講（呂5．9） 魏28僻．5》 鰹置《腫。5》 囎6q7．5》 塁230《娼．遷》 3櫛《笠5、61 遷朧《置7．7》 37旗15．露1

同一学蕗累統併願者 遺9312．31・ 姫q．9》 鵬92（37．魂》 謬780《33．51 7627《33．2》 呂5351総．o》 菖騰《35．2》 9268《39．D

異種学認系統併願者 259鐙1．91 2208《1◎．6》 撰玉2韓9．笠》 i2823幽．91 瓢顔雌．の 鵬92螺．魂》 魏o搬7．D 翌067漁5．Ol

理系総合粟

志願者数 10528 玉09脇 ヱ9魂03 腿539 腫975 13928 玉2959 羅oM

単願者 9魂73（go．o》 98麗（go。旦》 2336（12．0》 202灘3．9》 2807q9．o》 鰯《6、7》 9茎2《7．Ol 鍛32（霧．亙1

同一学部系統併願者 5910．61 塁5《o．の 137《o．7》 9塁《o．7》 蓋02《0。7》 3鵬《23。玉》 3076（23．7》 336叙髄．①

異種学部系統併願者 99619．5》 玉㈱《9．5》 1693醐マ．3） 搬20185．の 盤8駅80．3》 9780170。2） 897i《69．2》 95i8（67．9》

工学系

志願考数 6581o 6888塁 1052欝 籠腿7 832解 83756 7955茎 77306

単願者 5翼16（82．7》 57309《83．2》 腫8蟹腿．互》 獅33《鐙．3》 璽6鵬1欝．墨》 旦2goO価．の 茎3鵬《16．魂》 呈375鵡7．呂》

同一学部系統併顯者 6幽（9．3》 6欝（8．91 57203（5塁．魂》 獅62（50．21 翻27（5翌．5》 塁7788《57。呈》 麺079（55．の 雌26塁3《55．2》

異種学部系統併願者 5250（8．Ol 騒56（7．91 33玉99（3璽．6》 26玉52《30。5》 2塁26i《29．2》 23068127。5》 22393（28。2》 20909（27．玉》

薬学系，

志願者数 5罎39 5亙02 器63 675笠 5757 6瓢7 5980 59廻

単顯者 董577（29．o》 搬5《29．7》 665（8、o》 塁62《6．81 逸13《7．2》 農35（6。3》 塁27《7．呈1 533（9．Ol

同一学部系統併纐者 623（n．51 5醜（11．塁》 麗5《13。5》 878《盆3．Ol go8（亙5．8》 獅7《腿．71 889網．91 1鵬117．11

異種学認系銃併願者 3239159．6》 3006《58．9》 6573178．6》 5艇《80．21 鰯6（77。D 5違65179．0》 塵朧178．o》 塁368173．91

医学・歯学系

志願老数 玉雛墨2 18389 27認2 22麗8 22u5 22315 20go9 2i瓢6

単願者 裏59逡5187．9》 16222《88．2》 3950醒．の 認25《玉6．71 3648《玉6．51 3006《茎3．5》 32931丑5．8》 3謝（翌5．81

同一学蔀系統併纐者 520（2．9》 5膿2．7》 亙5323156．0》 玉2205《53。3》 亙2粥（騒．6》 ユ3謝（59．7》 12292（58．8》 ヱ2663（59。71

異種学蔀系統併纐者 亙677《9．2》 1666《9．D
　き脚9129．6》 6呂58（30．o》 639呈《28．9》 5985（26．81 53躍25。5》 520塁（2生51
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付表鼻．学部系統別の男女，現役一浪人志願者数

曙翻6§隼慶 昭灘載隼慶 躍灘鑓隼慶 昭灘薦隼度 平戚元隼鷺 平威露隼度 平成3隼慶 翠威4隼魔

金体
現役勇子 鷲堪盤7 鼠鶴旦77 騰鰐繋 臆72弱 量灘7魏 鰺鑓縢 量2馨鍵 量雛灘§

濃人男子 鍵2輪 離7鱒 鶴鎗7§ 鯵禦騰 鱒騰7 騰鍵鴨 蟹鱒§ 磐量講

現設女子 騒呈2鑓 騒7縫 鱒塁鷺 鑓§総 §腫難 鑓欝㊨ 7囎鷺 7薦鱒
浪人女子 豊諺騰 量塁9騰 欝塞聡 罰騒3 欝鼠鷺 露灘鱒 露講鰐 籔碍§

法学系
現後男子 騒騒3 聡腿 囎繋 ％弱 鷺購 雛§3 膿鵠 7騨む
漣人舅子 4量欝 鍵騰 鷺醐 欝器 馨量蟹 髄籠 懸鱒 鵜齢
現設女子 鐙4 鯵囎 鼠7繍 塁7鵡 鰺灘 翼雛 欝灘 麟雛
濃人女子 ＄馨 騒曝 齪§ 髄3 鴨雲 §鍵 騰鎚 雛編

文系舞壼系
翼役鍔子 5繍昏 騙濾 塁2⑳囎 懸謄 鋤鎚 瞼鶴7 齢総 灘鱒
湊人男子 蕊総 鎗韓 鍵鱈 縫雛 騒7欝 舗騒 鱗鑓 雛鋼
現設女子 鱒4＄ 鎗鰐 翻鍵 騒7鵠 騒灘 翻欝 鴨雛 聡鍵
濃人女子 7閥 7灘 蓬鵜§ 腫鶉 膿鑓 臆弱 欝鰺 欝溺

人文・量会藁
現綬男畢 騒鑓 鑓鱒 鱒器騨 鱒輪 駿舗 塁総総 騒雛6 蝿鍵
浪人舅子 6§鯵 騨総 雛雛　ρ 認62 鍵諺 量囎麟 瓢霧 繰解
現役女子 鱒購騒 量騰縫 塁鍵§7 塁鎚5豊 鰺3雛 豊欝聡 塁雛鍵 鐸囎籔

濃人女子 2雛3 麗総 罎薦7 鱒鱒 鱒鱒 囎雛 騒盤 鱒鯵

緩済学系
現設男子 塞雛鯵 魏鯵鼠 諺露雛 鱒雛器 露鑓醜 欝鮪5 欝鱒§ 灘騒囎

濃人舅子 罵慧露 量鷺雛 鷲7鱒 2器灘 鷺鱒鼠 露囎離 灘騙量 欝鱒§

翼設女子 欝鋳 鎚駿 53雛 鱗騒 馨鎗3 鱒騙 72雛 囎鵯
演人女手 舗§ 騰轟 量雛塁 灘鷲 露麟 27鼠6 欝2§ 繋＄7

数翼養藏系
麗役男子 購騒§ 韓塗齢 離騰1 且騨鶴5 講鑓§ 憲騎弱 竃舗鶉 縢繋7
濃人勇子 騒鱒 蟹囎 量駿7騨 藤7韓 量鷺㊧2 蓑賜滋 塁雛講 塁籔駒

現役女子 20鱒3 窺⑬欝 鎗灘量 鱒鼠詑 露7蟹露 露7麗 嚢雛騒 説鱒§

濃人女子 塁蕊7 魏鷺 欝灘 7＄罐 7塁囎 鱒鱒 67灘 薦鑓

警衛系
現役男子 髭聴7 鼠7麗 器騒 購鍵 艀騰 購騒 鰺駒 且聡旦

濃人男子 2鱒馨 露6鷹 鎗9§ 錫鑓 錫鱒 鍵36 ＄235 鎗舗
現設女子 2鰺4 翼縫 灘総 器鱒 鱒7魂 灘雛 3鵡1 蕊鴇
濃人女争 灘総 齢雛 2囎馨 露7騰 禦鱒 禦5遺 欝呂9 麗鰺

家政系
現覆男子 露5 誕 魏 72 囎 盤 欝 鎗
濃人男學 薦 罎旦 量輪 鼠鋒 鰐 §塁 驕 講
現設女子 24講 欝膿 鱒釣 轟37 鎗購 説鱒 鑓騨 鋤鵬
濃人女子 4欝 露4 雛塁 齢1 7館 6鱒 7聡 雛7

文麗繰合系
現役男子 齪62 鷺7毫露 鶴縄 魏雛 講鷺 鋸騰 鵡臆 劔聰
湊人男子 鯵7⑪ 絡欝 馨弱 舗露 2騎2 鋤欝 33膿 露7騰
現設女子 鰺鱒 齢鯵 騒灘 欝51 鎗灘 騒雛 33騰 書4鱒
濃人女子 魂2窃 4雛 1腿4 鶉1 鵯嚢 鶉む 纒婁 雛謬

麗学系
現設舅畢 舗曾3 鴇2謬 鼠灘舘 鶉魂3 騒鷺7 蟹輪 敷蝿2昏 豆鱒37

濃人男子 騙15 騨43 置麗77 鵬12 鷺鱗 76騒 纒5頃 77総
現設女子 置騨量 2⑪紛 3鎗7 露鱒 露麗7 毅麗 蕊21 即21
湊人女子 ＄鯵 毅昏 講騨 呈麟§ 塁麟1 鼠鱒ゆ 膿鑛 塁4鷲

農学系
現雛男子 量o魂縄 騰32マ 量騒鴇 騰7麟 §総騒 §麗7 留量曝 騰購
濃人男子 麗97 7騰＄ ll7欝 鯵164 鍵鴛 婁還72 7欝7 薦鷲
現役女子 2鷲9 鶉17 4鱗⑫ 35欝 37購 囎捲 弱24 6麗藷
濃人女子 lo37 弱3 17総 騰74 1鑓1 17鱒 lgo2 灘窃

還系総合系
現設男子 50舗 騙13 麗騒 馨鱒塁 71騒 鋳69 6鵜3 顎31
湊人勇子 45鱒 4§鱒 髄嘱 6002 §獣6 騒05 曝6＄2 4774
現設女子 6講 綿置 鱒麗 §23 鯵醐 髄露 夏137 13欝
濃人女子 376 357 鎚2 弱7 懸1 6隠 566 馨94

工学系
現役男子 38i4姦 魏3騒 弱器6 嶋752 魂鱒ゆ諺 毒雛1◎ 44鶉2 魂5411

濃人男子 2699S 27036 魂騰70 鎌goo 3鍵21 麗427 2欝17 2昏8濾

現設女子 且蕊3 蔓95§ 273罎 麟67 鍵絡 誕05 書7鱒 42灘
濃人女子 齢ゆ 鱒魂 14蕊 鱗35 14鑓 騰o今 1671 緯鱒

薬学系
現役男子 墓監26 1紛7 皇麗4 皇37§ 鰺33 144§ 蓋245 1253
浪人男子 2166 1995 認39 24税 置鱒2 2頃23 1905 1672
現役女子 1610 騰40 2462 1936 鯵71 1947 鰺3G 2◎蕊
濃人女子 735 67暮 腿鋼 942 灘7 墨o雛 978 総3

医学・歯学系
現後男子 5077 昏622 捻㊤2 §嶋2 欝鱒 6002 57盤 鷺34
湊人男子 9737 9329 136認 ll260 1鱒77 瞼験02 9827 9377
現役女子 綿06 20畳◎ 3塁28 2雛7 26鰺 禦2蓋 2鋭6 3264
浪人女子 欝59 置4聡 2騒6 2192 欝36 2479 23鋭 2蟹㊤
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